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窺 蔚刊一周年

本店
東京都千代田厘丸ﾉ・内ニノ四

長埼遙船所
長崎市飽ノ浦町一丁目

稗戸造船所
紳戸市兵庫唾和田崎町

下關造船所

下関市彦町一一三○
横漬造船所

各種郷白の建造並修理……廟臺“
廣島造船所

舶用諸機械製…“作並修理:,W綴鳶撫

菱重工業株式會冠一一

一

一

重 言冨牽…
一歩一

＃
､OⅢ11Ⅷ1

納 入迅
｜

’

電氣ウインチはh

スチームウインチに比べて
☆動力の消費，損失が少い
☆一時的な過負荷に耐えます
☆機器の能率か良い
☆音響，振動が少い
☆清潔で継装簡単です

I
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東京丸ピル･大阪阪榊ピル・名古屋南大湫通り・稲岡天稗ピル

札幌南一脈。仙台大,町。餅'"安住町｡贋鳥峨砲町

東京丸ピル･大阪阪榊ピル・名古屋南大湫通り・稲岡天稗ピル
剣蚫海一雌･仙台大‘町。識lll搾伸wroI膳鰹雄砲町

三菱電機祢式會蹴
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2LS-15

3LS-15

6AH一】8E

6PS-15CEI120
6PS-17.5CEI135～160

發動撲謹進楠義毒耐
本趾事務所・大阪市大淀歴大仁東二丁目
・東京率'務所東京都中央歴日本橋本町二丁目

一

札幌市南三條西四丁目

名古屋市中厘南大津通一丁目

悶岡市比悪新町二丁目

礼輯出鎖所

名古■出擾所

秘円出狼所

夕

、
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セト電氣熔接椿
、

一

a本油脂株式奮牡
本牡。東京都中央厘臼末梢通一，九（白木屋ピル）
支店。大阪市北逼鯛謹町画六（堂ピル）
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’新造船嶌眞集邸,．13

、 萬 世 丸

一（,日下部汽船）

|昭和24年8月30日竣工
§藤永田造船所建造

一全長ユ11.5In
､ig15.4m

,．､‐深・8.1m
、弓總噸数3,690工
．｜速力14.5kn

‘機闘〈タービン）
2,400EP

,、--.紐

田造船所建造
機關(.レシラ・ロ)4501P
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長54.0m:幅9.2m深467m總噸数699T.速力n.3kn

.謬

ヘヨh

1 第一雲海丸

（中村汽船）

昭和24年8月31日竣工

三菱重工庚島造船所建造

長87.66m

幅13.20m

i采 7．40m

總噸数2,444T

速力14.4kn

機關(タービン)1,6001P

、

b
i

雲 仙丸

．（西日本石炭輪逢）
昭和23年3月

名村造船建造
長 53.00m

＃，幅.8.60m
深4.40m

篭總噸數640T
霞”速力10.9kn

二§機關(ﾚｼ認嘩屋：
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大 ～ 阪 丸 （ 大 阪 商 船 〕
昭和24年9月24日進水‐

三菱重工耐戸造船所建造

喪 gl23.0｡m

幅17k5m
．深11.0m

總噸数4,950T

速力14．5kn

機關（タービン)366001P
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、協立丸

昭和24年9月21日進水
全長･132.15m

幅17.60m
深10.80m

（協立汽船）

日本鋼管惚見造船所建造
總噸數'4,900T

速力14.3kn

機開(タービン）
2,8001P
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星光丸（三光汽船）

昭和24年10月6日進水播磨造船所昼蕊

長-122.00m 總噸数4,950T

幅17660m､速力14．5kn

深10i60m機關(､ギヤードタービン）
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外國船と輕金扇
(本文特集参照）

’
ア

"

揚子江航行船

シーヌンス號

華

今
一

奉

ら=P‐

『寺
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り

！
●

矧

塁薯

勺1

1全長 51.50m-

〃

幅 .10.05m
ー

吃水（般大)2;59m

"･5.18m，

速力.14 k n .

鐵開2.400SIP
（300回鱒/毎分）
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外國船と 輕 金 属
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ストックホルム號

全長159.93m
、

幅21.03m

‐吃水7155m

排水鐙-11,000T
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エルマンソワール號

全長121.70m
〆

幅16.49m
吃水 5.52m

總噸数5,818T

機關(タービン）、15,340座

速力 22kn
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左上

左中上
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禁）

全景

ホイールハウスの中

フライングブリッヂ

感じのよい手摺の湾曲
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外 國船と輕 金 属
、
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プレジデント・クリーブランド號

カルフオルニキ州

・息ベツレヘムスチール,ナラ〆ダ造船所
■ロ抄L

、19ﾕ4年8月起工1946年6月進水

、1947年12月太平洋航路に就航：

。
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巳

＝‐望ざ呈写
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23.00m

18550m

18,0001P
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’ルドフラン委譲
241.64m 幅

44,695T乘員

4,800fP嫁ゞ

10425m

l等541名

2等577名

3等277名
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キヤバリェ號

オレゴン造船會杜

（ポーラ･ンド）

全長139.00m

IWII18.90m

ｃ
Ｅ

I1と水-853m

排水量14,870T

も‘淑雲8,500T
速力17kn

磯關蒸i'(ターピン

ノ軍推進器
采客98人

乗貝98人f、
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船舶試験所の水槽、
第善回第一工外室の全景

船体模型がここで作製される

第二圏模型船錨造の完成

船体模型は普通（ラフ:イン職から鑑造する。篤眞に見
えz四角い斜Jこ入れた粘土の中に船体外形の大略に合
せて外型をつくり、別の木枠の上にカンバスを張つブニ
内型をその巾に定澄L外内型の間に蝋を流し込む。
模型上に掻かれた枠組は内型の浮上るのを防ぐ。

第三圃蝋鋳物から籍内型を取除いた所

向って右側に霞v､てあるのが内型、模型の中に五枚の
‘壁が見えるのは船体に横湿度を與えﾀ鯉を保つための

、

も･のて゚ ある。

第四画模型船外形の切削

蝋鋳物は船底を上にして倒冠し篤眞に見える穣械で船
体船岡に合せて外形を削出す。
左方に見える澤山の曲線は大理石の上に正確に描いた
線岡でこの曲線に機械の指標を合せて居れば回軸する
弧が正しく船体表面を切り出して行<o

第五圏模型船の仕上げ

糎械て・創出して上を斧、かんな、のみ等の道具を使し、
線圃を参考にして精密に平仕上げする。
必要な所には蝋を更に内盛し、叉木や金閣の部分品
を取付ける。．

一 一

第 1 岡

第4岡

第2園
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１
１蕊闇模型維遥器作製

水槽で試験する模型推進器も所内で作製する。模型は

活字金の鋳物で作られる。第六園では推進器の前面

〔螺旋面の一部で出來ている）を粘土の上に作っている

所。この上に翼の断面形を並べて澄きこれに合せて爽

形を作りこれを中子にして石森で鋳型を造る。

第七濁は出来上った模型を圖面に合せて猿査仕上をし

ている所o

第八圏第一試験永槽
・曳引車が見える。

第九圏第一試験水槽曳引車・

出來上った模型は圖の手前に見える様に水中に半ぽ沈
めて置き、必要の時曳出し、吃水、トリム等調整し曳

引車に取付けて曳航する。

第十画抵抗動力計

抵抗動力計は船体抵抗を測定する言I暑澤で天秤にスブ・リ
ングを組合塗たものであるo～

画はこれに模型船を取付けた所で動力計の腕が船体中
央附近から渥上に見える。
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第十一圖自航試験用動力計

廷～寅船と同様模型船内にモーターを冠き、推進器を騒動
し、船体の速度、推進器の推力、.トル′、回韓敷を全
時に計測する装澄、岡の右手は推進器とその軸で、左

半が動力計､動力計の左の部分に眞FFに出ている腕で

推力を、左端の部分でトルクを測る。上部に横渥され

た回筒上にこれ等の値を自記する。

第十二画推進器翠燭試験用動力計、

推進器のみの試験を行い、推力．トルク,:回輔数を計
割

測するo固の下右端に推進器が取付けてある。前記自

航試験は抵抗試験と推進器車洞試験と相俟って始めて

価値がある･

第十三画ピ.トー管及び爽車流速計

流速を測るのにピトー管と翼車流速計とを使う。左端

がピJ､－管、右端が爽車で、何れも推進器の位詮の流

速を調ぺるのに使用す.るのが主な目耐である。ピトー
ユ

管はそのため多数を一・組にして全時計測をする。－

第十四圏舵角記鋒器、

試験水槽は前記諸試験の外､水中に於りる船体の種錦
、

・の運動を研究するのに用いられる。ここに示すのは旋
凸 今

回運動を軒究する時に聴舵時の舵角を刻為自記する器

械である。
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一

悪霊李一弓でー＝
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第11画

I

’

水槽要目一

第1試鹸水糟霞 識

(1)鐵筋｢コンクリート｣造にして水面長さ2"m幅

10m(用水糟の幅3.15m,模型獅識登用水槽の幅1.5m)

にして一端に砕破装置あり。深室6.In

（2）假底全長128mに亘る鐵骨木板假底(ー箇の
…電

長さ8m幅約10m)を水槽路中央部に設く、本假底は

電動機に依り任意に昇降させ得る爲、水槽水深を愛

頁することが出來る。

(3)造波装置出力20馬力の直流電動僕によって、

波高最低約3cnlより最高36cln,波長最小約1mより’

最大8mに亘る波を發生させることが出來る。

(4)電氣曳引車臺鋼鐵製で出力8.8k.w.の電動機4

蜜を備え総重量約11噸､軌幅はi0.4n,速度毎秒0.25m

乃至8nlであるo

第2試醗水糟

水面長さ207m幅8m深さ4.15m

」

第12図
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一

、火焔検査鏡

從來奉イラーの内部を桧杏しようとすると、
まで24時間乃至36時間位待たねばならない。

と、これがさめる

い。これを熱い状

態の主入で検査し

ようと云う掛畳が

この圖であるo

280.回韓可能の鏡

に火城の中をうつ

して、充分な検査

が出來るわけ。

一三一一一一

ブロック

組立用支持裏

嘉眞は支持豪にXって舵を組立て奥いる所。片面の熔接が経ると、

を持臺によって簡軍'乙回鱒し､他面の仕事にか典れる｡色凌な支持蚕
ノ

ど考えると｡とによ’って、船饅のブロック構造を組立てム行げぱ、造船

皮術もさぞ高能率に‘なるであろうの

‐しやれた空氣擴散器

天井の一部に装飾の如く、．

四角の室氣擴散器がとりつけ
てぁLる。新鮮な室氣がやあら
かく室内に擴散されて行く◎

－~－7

|′

I

一

海垂 〆､異

プラスチック製のボート

木製鋒卜と異り、舟虫､バクテリヤ､其他によって腐蝕され余、
未蕊練工､女子工員によっても､簡単に紙立てられるそうである。
あてばん不用の’

1急ﾃ創製魚′

蕊
…端”

．－－－

り、同時にしめつけを完了
艫口カバー止の新考案 する様･こ見受げられる｡

コーミングの上にカンバスのカバーを．

掛けてこれを止めるのに一を模を打込むのも面倒なことであるっ特殊
なレンチ－本あれば、手で簡単に模をしめつけることが出來、又ゆる

めるととも出來る。狸の愛化するウェッヂがこの装置の特徴である。
－12－
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船に使用されるアルミとをの合金
il!1 〃

國 本 隆

られず無用の長物として捨てられている。アメリカをは
1．緒言・

じめイ雫リス，フランスでも盛に各方面に輕合金を利用

紫域1は界大戦に於て最もj花形と云われた航空磯の發・しているのを見ると誠に羨しい次第で,筆者もかつて航
達臆獅こ目録しいものがあったが,維職を期として航空〃第2表

il

機織臓航塞織のみならず率和塵業えの分野の職鰻に全一雨|蔚渕難狩誰売|木|葵flﾌ翼力 をそ そぎ初めた。特に日本の現 在 と し て 當 然 平 和 産 業 、 ． 、 。 ． － － ヱ

瓦/糠

旺焼2

冠/粍2

BHN

比

ヨ鱒｜ヤン

率

謬釧奄ﾉ鵜。
硬度BHN

畷脹係×'0-‘
砿氣抵オー毒
抗率糎

伸％

衞譲｡C
吸水性％24時

÷

耐漂温・
度

への進出を目指さなければならなくなった｡'虚が何分航

空機第一戦主義であった篤アルミニユー脅並にその合金

なるヂユラルミン等の輝な材料が一般にその特徴を知

．第1表

臆測亜鉛|ZZkil殿， |鋼｜鉛

1

0

0

0

，

頚 目

鷲’
一

２
×

0

第3表 ｰ
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抗張

旺蹄壷
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SDH
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SDR
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1700,
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Oo45

,SDCR
2．0

1.8ESD
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3．0
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12500

0．34

0,75
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－船と鯉金團一

、

けのした設計が出來ろ。
｡（二）糖到型材

騨･に於て盛んに利用された形鋼>r型'*･溌型等亀餐
易に製作が出来,熱虚理を施せば第4表に示ず如謹漫塵一
を有し雛遥部材として充分利用し得る事が分る。

（ホ）アルミニューム合金篝物

､漉伏の如何によっては鋳物とする事が出來旦砂塑崖型
ダイキヤストとしてそれぞｵ1要求に應じ数によって瞳酬

”

錐 4表
－

材 の
，

事
中
溌

時
記

記
職
絡

く
規１％猫

ｒ

レ
ノ
Ｎ燦力

移
張
絲

辰
廊
癖
枠

｜
料
一

１
２
０
０
０
０

口
ロ

０
０
３
４
３
３

２
２
１
１
１
１

10炭素銅板

20炭素鍋板

商力アルミニューム

板合金板第一種

押出型材

商力アルミニューム
合金押出型材
高力アルミニューム
合金板第二種

34

40

35~381
351

42

43

窟5

95

112

95

97

116

321

チ261‐…‘、．‐、.←､-"､‐“しL鋤L己悪口Wｰ出曄レ垂足6ー生一ー胆些"u

製作調しば極めて優秀な部品となる。一方鍛造特に精密
チ262

鐇豊も可能であるから，単一部品で多遥生産用としで利

チ222用すｵLぱ機械工数の簡職により能率の向上を計る事が出
’到

來る。爲念これらの砂型鎧型ダイ寺ヤストの製遥方法腱
錐 表

よる鍔物の機械的性質の比較をすると第5表の通り。

（へ）耐蝕性アルミニューム合金．、

而磁性アルミニューム合金としてはA1－n血系(3S,

4S),A1-Mg系(Hy)等が_殻に知られている。夫々

特徴を有する力熱虚理合金より耐蝕性が優秀でアルミニ
ュームと同程度で瓦それよりも機械的性質がよい。加工

熔接鋲着等はアルミニュームと同程鮭あるが切削鱸
等に於て勝っている。耐蝕アルミニューム合金の成分は
第6表の通りで，熱虚理並に磯城的性直を示せば第7表

金型|変ｲｷﾔｽﾄ爽圖｜蝿位|忍~罰 ’
16

10

4

68

0.651
6表

砥/粍2

唾/粍2

．／
／◎

B､N､H

米睡/樋2

力
限
・
度
値

張
・
性
伸
繋

抗
郷
一
硬
術

19

12

3

70

1．2

33

15

1．6

72

’
隼6表

の通りである。

種別名蒋型紙t面死IM9%"n%ISi%IFe%IAI;
成一分

識
Ai-nnl3S板

A1-MgH)SA2板
6．0

～8.0

A!=MA4Sl",2"～1.5

鍛造6．0
AI-MgH》もA2品～8.0

ICu%IMg%"n%ISi%IFe%IAI% 3．アルミニューム並にその合金

の闘謹並に防蝕
〆 ,

前節で述べた様な僅露な性質を有している一面種警
なる状況により腐蝕が發生する故その事にろき－着陛隻併
せて此れが防蝕方面を附記して置く。先ず腐趣の…詮
列記-WLば下記に示す通りである。
（イ）腐蝕空機工業に關係している一人で船舶の知識は皆無である一（イ）腐蝕

けれ共，これに從事されている諸賢に輕合金の特性を知（一)薬品に依る腐蝕
って頂き充分活用して貰いたいので薄學をも顧ずー 交を薬品に依る腐蝕を表示すると第8表の邇りである。’
呈する次第である。〔二）電 糊 塗 に 依 る 腐 蝕

’輕金腿と重金麗同志が表面保護なしに混った所で接鯛に」

2．アルミニューム並にその合金の性質 している時には電溶嘩の値は金厨がi割陶-る傾向を示す

〔イ）物理的並に機械的性質電溶座力噴となるに從って此の値は大となる。腐蝕力始
アルミニュームと他の主な金鬮と比較すると第1表のると局部電池が出來て電淵聖の少い金鴎の方が消費され

如くなる。 て行く。從ってアルミニュームの方が次第に鈴かされる

（ロ）非金厨材料との性置の叱陵わけである。
非金風材料特に木材，ベークライト等とその性質を比(1)A1-Zn-字Cu系-850～－900

鮫すると第2表の如く優秀な性賀を有している。 （2）純A199.3%-740～－750

〔ハ〕高力アル ミ ニ ュ ー ム 合 金板の性質（3）眞鐡、－350
航室機材料として全面的に利用されたのは主として第（4）鐡-600～－700

3表に記載した物で;熱虚理によ､り狸度大なる材料とし（三〕局部電洗に依る腐蝕
て淵礎部材に利朋されて来た。時効硬化の性痩と粗侠つ、電氣化學的に即ち局部電流によって起る。之臓金騒の
てこの優秀な材料を凡ゆる物に利用すｵL噸甑めてあかぬ提面に不均一な合金成分や或lま不純物が存在する場合及

一－19－
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（2）金闘の熔射法 f1

被覆しようとする金鬮或は合金を熔融し高唾の瓦斯或

は空氣によって細かい粉霧状にし被覆されるくき物の表

面に吹き付け被覆芦形成せしめる方法で被覆金脇と地肌
との凝着力によって接着する。從って被覆されるものは

金膨*鉾}とは限らない。木材硝子等その他の材料にも施
すことが出來る。

（3）合板。

既述せる通り一般にクラッド叉はSDCH板等として知

られているものでヂュラルミン板の雨面にサンドイッチ

式にその厚みの約10％堤度の純度高きアルミニューム板

を合せたものにして耐蝕性良く且エ作が良く表面の仕上

が美腿である。

（4）塗料

普通ヂユラルミンは陽極酸化法を施し更に防蝕の完全

を期する爲に特に海水等に浸る部分に對して塗料が必要

である。勿論これ力嬬に密着i鋤j水性力報要覗さ九目.堅
牢湿靭なものでなければならない。この目的にはペンヂ

ン繊淵澆原塗料力適し下塗は赤褐色上塗は銀色次色等適
宜フ有色とす勉る。

ペンヂン繊維素は種々の樹脂及び可遡濟1との棚群性力；
大でフェノール樹脂ブタル酸樹脂ビニール樹脂等並にプ
チールブタール酸樹脂ビニール封脂等並にプチールフダ

レート，クレヂルフオスフェート．シパリン，バラチノ

ール等の可塑剤及びがトン類エステル瞬毅状アルコ

ール類等と良く溶和し容易に塗料型とすることが出来る
輕合金材に對する塗料の同数は一般に．ド塗1～3同上塗
1～2画が普通である。

船底塗料は耐水性及び塗膜の辮蒲性等力報要覗さｫし殊
に密着性にありては相篭水洗に耐えるものでなければな
らぬ前漣の塗料を厚目に塗る。

叉筌氣抵抗等を可及的に少<する爲に板の繼目合せ目
等の窪みには謬淵津原のパテを充堀する。密着性良く乾
燥連<且肉溶せが小で然も振動に對世て蝿裂を生じない
ものである事は論を俟たない。

叉蕊鋲部板軍令部で水の使入を防止する目的で水密塗
料を塗布する。耐水性及び耐振勤性の半永久的軟質の粘
稠鐙で主成分は樹脂及び繊維素である。又これと同様の
目的の爲油密塗料を用いる。これにはペン美シ繊維素に
，石炭酸素合成樹脂を添加したものが使用される。

4．デルミニユーム並にその合金の優秀性

以上各項に述べた事柄によりアルミニューム並にその

合金が他の材料に比し極めて優秀である事を知り得たと
思う｡即ち

（イ）比重が極めて小さいこと

酸素の分布；淡態が異っていることに起因する。腐蝕液は

此の場合先づ鯛上物を熔解する働きをするのではなく發
生する局部電流の電解質の働きをする。金鬮の表面に風

を逢ると眼く蓬らかた部分鋤§陰極となり弱く邊られた部
分力暢極となる｡陽極部分に生じた不熔性の腐蝕生成物
臓此の部分に酸素の來ることを防げ翫､らいつまでも陽
極の叢_Lに止り，局部電流による腐蝕は総るわけである。
(四）材質に依る腐蝕､

合金成分の丙特に銅はアルミニュームの耐蝕性を悪化
する宿銅が0.7％以下でもその影響がある。銅と同じ･く

ニッケル銀も叉悪い影響を與える。
－ 9

（首）防蝕方法

前述の如き腐蝕性がある篇に利用債値力判誠されたの
でばなく雲防蝕方法の如何によりこれをカバーして充分で

ある故に参考迄にその方法を述べて置く。

〈一）電氣化畢的方法

陽極酸化皮膜方法で最も一般的に行われている方法で
あるク画呉酸，硫駿，権酸法があ.り各場合の比較をして

見ると第9表の蓮bで夫々 獅敷を有する。
C二）金溌被譲方法

（1）電氣的化學的錘金法

この方法は未だ研究途上のものもあるがアメリカ等に

於ては盛んに利用されてゐる。我が國に於ても目下蛮用

の域に達したものもある。

策7表熱虚理機械的性質
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166
他の材.料特に鐵材に比しその'んである篇自重の輕減を

計り重心鮎が降下し從って安定性を向上せしめる事を得。

（ロ）機械的性賀が優秀である。

淵鮭川鋼材に比し決して劣るものではなく大きな抵抗
モーメントを有する形I伏を輕合金に輿えるならぽ重趾比

から計算する以上に材料の節減が可能である。從って輕

合金を重金溺に鍵えれ(謹吟50%雨量輻減が可能である。
参考の爲仙の材料と機賊的性鍾を比較すると第10表の

如くD,SDが優良なることが分る。
（ハ）熱及寵氣傳導度がよい

（二）反射能が高い

（ホ）磁氣的性便として非磁性燈である
（へ）合金の剰瀕が多い

從って夫々 に職じてﾘ用の施悶力噸めて礎くなる。
（1､）加工性が良好である

故にﾀ慨上“lliな形I綱j眺大なる脇ikに容嘗ﾙﾙにするIlf
が出来る。

（チ）表面仕上の種類が多い
（リ）耐蝕性が良好である

（ヌ）屑金の価値が高い

〆
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‘前述の性質を知れば日本の如く航塞機や家庭識勿のみ

ならず建築，楡逢即ち鐡這船舶自動車,紡讃電氣方面に

も活路は極めて厳い。米國に於ける最近の唯用朕況を示

すと第11表の如くである。

この表を見れば建築輪邊用として利用されている比率

の如何に大なるかを窺い知る聯が出来る。船舶への利用
もこの表より相當範函利用出来る噸が分る。更に具鐙的、

に述べれば

〔イ）樅造部材

船綴の構澄船橋荷淡磯城，外板，床，階段,､手すb
，(ロ）動力部品

航空發鋤磯等に利用された班を思えI轌或睡"'Gはな

かろう。

（ハ)篭氣部品

電熱電灯髄線等（28瓦へつ壁〈）
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欧米造船界に於けるアルミの進出

季岡鹿助
、

＝

ラ副ﾐ重量は鐵や銅の誰屋分の一であり，耐蝕性がよく

しかも抗張力は所謂ヂユラルミン，すなわち超ヂユラル

ミシは45キロ斑/雫方粍であり，日本と米國とで踊鵬F中使

用されていた超々 ヂユラルミン本邦ではESD,米國でば
75S一は愛に65"/z{薑方粍で謹函の鋼材を遥に凌ぎ特殊
鋼に等しい狸度を持っている。この様にどう考えても良
’姓能を備えているのであるが從來は航空機に専用され
ていた爲と職前は高臘ｾあったためとでj賑的--殻に親

云しめなかった。然しこの十年の進歩は目墨まじく，その

礎俗は次の通り極めて低FI寺した。本邦はインフレで各年

の比較がむづかしいから世界で比較的安定している米國
の個菱で示した。但しこれを360圓で圓個に換算してみ

ると日本の償格とほ壁同じである。1900年の鐡及アルミ

の侭賂を100とする。〆

1。まえが誉

船舶陣黒船以來くろがねと因縁深く，しろがれであゑ
アルミニウムとほ何のつなが,りも無いように恩わｵびて來

纐尋鋳丘の欧米の新造船，改装船は競ってアルミニウ

學を使扇し;本邦でも，これが識されるに至った｡以
下獣米の現況を御紹介すると共にアルミニウム.と縁力瀧
が｡た艦の方々 に軽金麗事捕の一垂を御紹介し,-船舶と
アルミニウームとの結び附けに役立てたい言．

F

2．アルミ;ニウムの寅歌

生物を構成する物賀を始めて試驍管で化學的に合成し

生命の祁秘探究に新紀元を霊したことで有名なケツチシ
ケ篭/プ錘の，ウーーラ号謹受は，除りにも有名な尿素合成
のた必に今日の航室機零の華やかな錘代工業を生んだア

ルミニウ"の鼻祀であることは，アルミニウムにたづさ

わる者にL亀か知ら･‘ていないb1845年教授が塑化アルミ

ニウムを還元して，針の先ほどの世界最初のアルミニウ

ム地金を得停這既にP=l1記を繊二｡鞠は輕箪,銀色,耐
蝕性と製造費の高値な爲寅金鴎扱を受け，･誤一キサイ】、

挫雷な佛國の時の皇帝ナ鑑レオン三肚の絶大な奨勵によ
って亘I譲化の端緒を開いた。その後は航室機の發明,及

びその長堪の進歩によって，有力な工業の一つに發展し

た｡然し従來は航空機に専ら用いられ，日本に於ては元
より，諸外國に於ても九割迄は飛行駿膓なっていたから
我々 の身遜では鍋釜の頚だけで,如何にも特殊な材料の
ように思われなじみ力輔い。第二次大戦絡了後はこの戦

時中に急速に膨脹した生産力は一般産業の材料供給源と

塗り,･i也界産額の90%以上は航空磯以外の建築，造船，

車繍電機,電力，日用品等に使用きれている｡土“を
櫛成する金屍中鐵と並んで塒釧に賦存量が大きく，世界
の消識毅を見ても，重量では少いが容逓で比較すると既

に銅登抜き，輕金脇時代の接近も夢物語とも思えない。．

･I世界消徴蛍の比較

薫愛千屯・容錘千立方米

1943年1947年1943年1947年

鐘鋼.172,304150,23022,1m19,250

アルミ1,9521,073724397

銅2,7012,195307249

（鋤アルミは19幻年でなく1948年をとった。

。
‐
１
’
１
１
９
０
‐
‐
１
Ⅱ
１
１
Ⅱ
ｄ
ｌ
４
１
３
０
ｑ
Ｉ
■
■
■
■
■
■
■
０
コ
。
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
刊
日
１
１
‐
０
１
０
０
１

.聖

年次'190011910119201193011940''948
鐵10094206．110

アルミ1006710172

135250

5649

つまりや世紀の間に鐵の侭絡は倍になり，アルミの償格

は半分になったわけで，以上の悩瀧と共に世界各國に於

て絡戦と共に各方面に新需要を開拓したゆえんである。

本邦のアルミニウム工業庭その能力では1u:界で第四位

を下らず，その技術は超狩ヂユラルミンの生産に成功し

た米國以外の唯一の函である。それによってもその世界

的水準は明らかであり，しかも生産便格は米國，カナダ

と共に枇界の最低水準にあることは生産能率の一端を示

すものであろう。しかしこの日本のアルミニウムは他國

と異りこれ等の特性を活用する産業なく，日期品の臓出

のみで空しくその膨大な生産能力と地金のストックを抱

えているのが賞相である。

3．船舶への利用

以上のやうな次第で一般の構造材料としてアルミが使

用されるのは當然の事で,その一つとして此の＝,三年の
欧米の趣断工業に對するアルこの進出はめざましい。造

船の老舗である英國では今年の四月アルミニウムと造船

と共同で三日間に亙り船舶とアルミニウムの研究討論會

が開催され，既にもイド規絡には狸度メムバー用アルミ
ニウム合金材料が規定されている。米國に於ても昨fi兼

悲燃協會の問題になっているし，北欧では構造の一部と
〆

〆－22．－－

~
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アルミ合金で製作すべき事を法規化している｡特に今日が出來ろわけではなく凡そ50,～55%の輕減になるであ
の厭米の商船の救命艇は輕合金で造ることが常識になつろう。．ー

ている。 アルミを採用している船としてばポート，ヨット等？
ところが本邦では瑚伏は職後の識普の空白時期の爲，小型舟艇から大型客船に至る迄各種のものがあるが，大

この黙ではさすがに本邦の工業の中で最高技術水準にあ．型艦舶を中心に職米の査例について各國別に項を政あて

ると言われる遥船技術も厭米に遅れて居り，折角の世界詮明したい。巻頭の富眞と圖面を参照されたい｡‘

的水準にあるアルミニウムも活用されていない。しかし， ＝

今年の25蕊噸造船言匿に始まる麹確興と，將來の船、4．米國
舶職出のためにもこれ力斌現を要諾され、今夏以來造船一ヨット其他小型舟誕には大分以前から使用されている

界，輕金畷界の各方面の導門家によって眞蕊な合同橡､＄．が犬型涜洋船舶としてほ，合衆國湘軍の潜水艦マーリシ

が行われている。 號であろう｡‘1941年ポーツマス海軍遥諮所で建造さ司仏

さて船舶にアルミニウムを使用するのは如何なる特性た。司令塔,室氣取入口,出入口を53S(Mg1.3Si0.7Cr
或は利黙に韮くかと言うと材料の特性として鐵鋼の7.80.25A1E)の4粍板で造ってあり，室内の金具類は極力、
の比諏に對して2.7と言うi"上重であることが第一で，銅合金をアルミ合金に鍵えた。何しろ潜水鱈なので，蛤
このため上部樵造物の重量輕減による安定の埼加，組立総海水に浸るので鋼板との繼目，銭鋲には特に留意し，
加工の容易にもなる｡次は耐蝕性で純ｱﾙﾐ及びﾏグﾈ絶織材を用いたり，表面はｸﾛﾑ酸亜鐇の下塗にピッチ
シウム，マンガンを少量配合した合金の耐蝕性は極めて系塗料を上塗りした｡以來値に黙稔を怠らず,練習潜水
良好であって，これが長年の資鐡結果と使用の經鐡によ艦として賞用さ；Lること6竿更に綿密な稔査窪やつた
って矯登されたため厳くj11いられたものと思われる。鐵が，全く異常を認めなかった。舶舶にアルミが使えるか
鋼の磁性の爲,船の羅金腱はこの影響を除去する装置がどうかの疑問は此のマーリン號で充分解決している､と思一
あるが,海I剛室操舵室等を極冶金で構成寸一れぱ磁石にう｡如何に米顛でも戦時中は維撫ｱﾙﾐを濁り占め
對する影響が無くしかもこれ等は上部にあるから安定性していたので，船舶に現れたのは戦後である。
の端加に役立つわけである。救命艇等の木謹鍛装品では地岡を開くと南米の丁度右肩にZギアナとかトリニグ
輕金腕で造ったｵガｴｲ,,富は容易であり，腐朽の倶もなくツド島がある。この附近が封ﾅダ及びアメリカの兼ーキ
維持識も少く耐久性も良いので，今日では最も礎く利用サイト供給地であってアメリカえはと上からニユーオル
されている。これ等は船舶特有の部分であるが，室内のリアソ澪迄を悔遙される。この誤ーキサイト輸嬢量は雫一
鴎照明器具，家具等は特に船舶用として塒釧の考慮ほ間150蔑屯にも及び，米國最大のアルミ會牡アルコア所
必要でないから防火,耐蝕,輝量,工作容易等の職から有の輪識Iwが就航している｡戦後アルコアはこの定期資
普及している。機關については輕逓，耐蝕性．鐵造し易客船とLてアルコア・キヤバリエ聡アルゴア゙クリツ
いなどのため從來からも用いられているが更に利用分野パー雛，プルコブ・コルセアー號三隻の姉妹船を建造し
力恢げられるであろう。た｡何れも戦時標準貨物船ピクトリー型を改遥したもの、
以上述べた特性の11耐蝕性の職では恐らく識者は戦後で重心鮎の引下と，室内蕊備の美化のためアルミを採用

犯濫した，鍋とかポール等の墓所辮貝の白く腐蝕し易いしている｡今収船Itl945年8月2日ボー1､ランドのオレヨ゙
のを經鹸していて錐者の説明を不審に思うであろう。終ソ悲船薊i上で起工，『1946.年9月25日引渡，1947年5鳳
職後は海外からの'張.-ｷｻｲ琴ﾄの輸入ぼなく飛行機屑を2日虚女航海に就航した(要目はグﾗｱ参照）
再精錬した倣かの高品位地金は総出用材料に使用され國4本マストの船だが,中央部に城の様な恭一トデツギ，
内にはｱﾙﾐﾆｳﾑ純分の低いものばかりが多かったたブリッヂ等があるがこの部分にほ煙突,その他_上部織遥
めである。しかし昨年から證一キサイト織入も再開し，を軽合金製にし約22屯を使用してあり從って感じよりも．
到哨品位も99.5%を超えるようになったから,最早問題淡定がよい。上甲板より.上は53Sの押出型材と板で造り
はあるまい。これ等のアルミ地金をﾊjいた材料であれば同材料で鋲接してある。室内は間依切，照明器具その他
迩當な庭理がしてあれば年年位満水に浸演しても性能に各種の金具をアルミにしている。ブリッヂ，プロムナー
は殆んど鑿化は見ない｡従って同じ外見の軽合金でもヂ‘ドデッキの窓枠は酸化防蝕をしてあ率:,通風筒ほ生地
ユラルミンは極めて腐蝕し易いが,耐蝕性を目的に造つのま上である。次に救命艇は全軽合金製で4隻中3隻は
た職合金ほ仲々腐り難いもので偏頗出来る製法工場のも54人乗,1120"1隻は12.5馬力グレイ震動賎付40人
のを使用する必要がある。叉鐡とアルミとの比瀝は3對乘，全長7.90米、1800通である。tl下キヤバリエは二
1であるがヤング率等の關係で必ずしも66％の師通輔誠澤戸ヨーク，マルチニック，｝､リニダッド間を一航海3
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’はなかろうか。fJ型舟艇味溌糊勝等の應用例ほ資に多t,。
大型船で錐者が承知しているのはロチエス窪ークイーン

號の改修位である。煙突ブリッヂ，最上甲板の外板’ビ

ーム，ガーターをアルミの板，押出型材で造ってある。

英國ではアルミニウム活用協議會が設眠され造船界と密

接に蓮終して普及を計っているが，こ上では全輕合金製
の2000屯の海峡織鋤船を設計して鋼船と比較している

が，かなり有利な鮎を樹問している。稚制<艦で賞用に耐

えているのであるから案外舞現も速くないかも知れぬ。
〃

6 ． 佛 國

・次に世界第二位佛國に移る。新兇馴時は少いが大型客船

の改造にほ必ず救命艇，上部榊造に大通に使っている。
大西洋汽船會趾のヴィル・ダルヂユ號はう°ロバンス造

船所で改造し，北阿航路に昨年末就航している。二隻の

救命艇はAG3(Mg3残AJ)AG5(Mg4～5残A1)で造
り，通風筒は同じくAG3其他180個の二段獲塞及び60

個の渡蕊及16個の化粧臺をアルミ合金で造った。
エルマンソワール銃は1933年建造され其後マルセイ

ユ港閉鎖のため濁軍によって沈められた。戦後引揚られ
大改造し;特にアルミを大避14部構迭に使用し，1943
年就航した。（要目はクラピア参照）
上部構造にはAG5の5粍板及び型材を用いている。非

磁性と重心低下のため操舵室は全部，蹄喬の正面雨側の
タ賑はアルミ合金の曲面加工したものを使用した。組立
法としては径8粍の鋲を6粍ピッチで打ち表面塗装する
とか，鐵との蹄扇面には絶縁テープを入れる等入念に虚
理してある。.2肱のカッター6塩650旺内火艇,350旺
邇船各1隻何れも全アルミ合金製である。此の外照明装
鐘窓枠,冷房附管等にアルミ合金を用いた｡礎蕊だけ
でも約10屯のアル亭を使用している。
客船マルセイユ銭は極東航路に設計されていたが今同

ナポリ，シシリー，ギリシヤの地中海航路に就航した。
此の船は1939年シオタ鋤將所で起工したが，第二次大
戦によって完成が非常に遅れ，今年始めて完成した｡〔要
目はグラピヤ参照）

iこの船も他のフランス船の御多附に洩れずアルミを使
用している。室内の壁は11屯のアルミを木の上にばり
つけた8000平方米のプリマックスを使っている。燥舵
室は非磁性のためAG5を使った。窓枠，窓金具何れも
全部アルミである。此の外金具類，柵等に使用し’はて
は船名標縦に迄アルミを使用した。
肌て有名だったイルドフランス號も，23年の老齢を，

アルミの注射で若返って，今年アーウル，ニューヨーク

の大西洋航路に就航した。（要IFIはグラピヤ参照〕
ｱﾙﾐの似ﾊj側臥は次の遡り-で塗そ｡("f)3f屯のアル

識罰，ク｡リッパーとコルセァーほ.ニューオルリアンズを

塞熱にしてジャマイカ，ベネゼラ，トリニダッドを15

日間で周航している。この外デル・ノルテ談，ハバナゼ

ブア號，フ・レジデント・クリープラン府號がアルミを使

っているがこの中太平洋の女王プレジデントクリープラ

ンド號に就て述べよう。

毎月1同か2厄嬢演と赫戸に來るスマートなクリーム色

の姿のこの船は'昔の湊間丸に代って,同型の姉妹船プレ／
ヂデント・ウィルソン號と共に桑港ハワイ,績濱,マニ

ラ航路に君臨しているが,其の黙よりも現在世界の大型
I客船呼最も大量にアルミを使つでいる黙で興朱力深い。

総計約100屯のアルミが使用さているのである。（要目

はグラビア参照）

100,屯にも及ぶ軽合金ほ次の個所に使っている｡=最上

甲板の屋根，煙突，高級船員居住瞳のボー】､デッキから

上のブリッヂ稚遥及びﾀ}板う救命艇ダピットの滑動金

具,室内の間仕飢壁パース，満子其他家具類,叉外
に出て悌毛手すり，プロムナ､Fドデッキの窓枠，扉

の枠等に使われている。本年八月中旬に筆者も見學した

が，煙突は中身も輕合金押出型材で，航海甲板のﾀ瓶と

同じくスマ戸卜な曲線を形づくっている。室内，廊下の

壁は殆んど全部アルミ板で張ってある淡盛り場やマー

ケットのアルミ息蘂のようなペコペコした板を使ってい
ないから，笈によい感じを與えている。エレペーター等

の扉はアルマイ1､魔理した上に着色してアルミの特性を

生かしている｡救命艇煙突は施率を用いている｡外
板はク厚ム酸亜鉛の蓮装がしてあるので,一寸氣がつか
ないが，ステイフナーのアルミの押出型ｵには重錘して

ない‘ものがあるからわかるであろう。劃堵は材料屋であ

るが,専門家の話ではこのアルミの使用にようて安定性
を改善しているそうである。使用材料は明かでないが，

前述の53Sと52S(Mg2.5残A1)であろう。
これ等の震綴に基いてグレート，サーガル，ライナー

が33000屯の太季洋航路快速船の建造を發表r湖;,上
部撫造に770屯の輕合金を使用する由で，我々 もクリ戸

ブランド雛やウィルソン銃ばかりに感心してもいられな
いで あろう。，

’
,l

１
１

’

’

’

5．英國，

クリープランドとウィルソンで縁の深い米國を先にし

たが,法船屯數第一の英國はどうか｡麹鐸界.秘料方
面で最も舶用アルミ利調の研究，I鰯1に關する論文が多
い國であり，ロイド規絡にほ既に數企鰯『から弧度メムバ

ー用の輕合金利.料規総ｸ:制定されているが,派手な艦は
少いと見えて総り腰ﾙﾘ例を紹介されていない。しかし各
方面から考えればこの鰯が最もアルミを使っているので
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〃

ミで通風管を謎づた。材質はAG3｡(ra)95人乘10隻40
人乘15隻はAG3･AG5のアルミ合金製。（ハ）廊下の
羽目板を止めるのには21,000米のアルミ合金押出型材
を利用した。（二）家具或は装飾用又は金具類に用いた。
新話鵠晋には更に大量に使用する計謹で，地中海紋路用

にセイヌ・シユル・メール造船所及ロリーアン造船所で目
一ド建造中のPA1號及I>A2號は排水量8300屯,全長142
米，吃水6米,14500馬力，巡航20節一等340,二等
470であるが,_1二部権造，煙突，救命艇等ぱアルミ合金
AG5で遥られる豫定である。

、

7・スウェーデン

先日のリーダース．ダイジェス,､中に｢光の甑」と題
したスウェーデンの記事がある。此の服I』に北欧米國間､

ノ

の快速客船ストックホルム鏡の名が出てくる。琴1､ツク

ホルム號は昨fF初頭完成してニューヨーク，ケーテポ4

グ間の定期航路で昨年3月14日zI哨鳴謎19.1節で航

破し，北欧大西洋航路のプルーリポンを獲得した。全長

159.93米幅21.03．米，吃水乳55米，排水量11．000屯，

ゲータフェルケンデイーゼル,12000馬力,2ｵ贈僅器，

航緬4000浬，穣荷容量7715立方米，祇赦重量3800屯，
乘客392乘員170．

上部鱗造のﾀ}板，船内の壁，家具，6隻の短艇等は前

記の例と同様軽合金を使用している。特に異っているの
はマス1､と燃突をアルミ合金で造り，何れも断面を流線
型にしている鮎とプロムナードデッキより上の床にアル

』

－船と輕金厨一

状漁狼好であったとのことである。ノルウェーでは羅
喧

金確の一定距離以内に握磁悩那j料を使用してはならない
造船規定がある由で，此のためノルウェーの船では操舵
室海圖室等をアルミで造っているのが多いそうであり，
トロール船，半ヤ､ツチヤー頷一卜等ほこのため安定性を
増している｡極東航路の貨物船ホイ．ウサン號は操舵室
，ロンドン，カナリー島航路のプルノー鑑はマス，ﾄと艦

．、

橋はアルミである。

、9．其の他欧州各國

デンマーク，コッペンシ､一ヶンのプノとマィスター．ワ

イン造船所で建築した聯絡船フイン鑑ほ操舵室,前部マ
スト，2隻の救命艇を輕合金で造った。アムステルダム

で建造した北大西津横漸航路のオスローフィヨルド説ほ
8隻の全輕合金製救命誕を讃ん筵いる。
大戦中のドイツ潜水鯉は司令塔と水雷發射管はヒドロ

ナリウム51(Mg4～5"A1)の鋳物と同質の板で造り魚
雷に至ってはヂユラルミンの厚板とKSSとの押出型肘を
使い,アルミ合金鋳物の推進器を装備していた由である。

．I

10．力ナダ、

最後に再びアメリカ大陸に戻ろう。英國では昨年すで
に全アルミ製の船が出現したそうであるが筆者の開知す

る限りでは,、カナダが建造した石門號等5隻の楊子江用

汽船が最もアルミを大きな比率で使用している。本誌グ

ラビア船と軽金濁特集に嶌眞が出ているが,揚子江遡航の

ミを使用している熱で，結局總計65屯の鋼材を32屯の。ため,船殻は鐵鋼であるが隔壁ビーム等の湿度メムバー
アルミ合金に置換た。秘料は§糯己の諸例と同じ･く，寸法は言う迄もなく，上部樵遙は殆んどアルミ合金57S(Mg
は板は厚さ7粍'鋲は16粍が最大である。此の船は上部2.5"A1)65S(M91.0Cr0.35"AI)で造り，軍量輕
に輕合金を使月'した結果素避愈減,安定性向上,施設の減,潤乞水の燈現に努ぬた｡此の結騨剛錘700屯に對し
快適化に效果があった。此の船を製造じたケーテポルグて,,4屯のアルミを使った。何れもカナダのジヨルジユ
のケータフエルデ郵皆所では之に引綾き22000屯の捕鯨、デーピーヌ造船所とセントローレンス船舶會斌力鑑つ
母船を建遥中であるが，之にも大鎧のアルミニウムを使た。3隻の700屯級は全長86米,幅14米,吃水3.65米．
用しているとの事である。5000馬力蒸氣タービン,荊錐器2乘組員75,乘客254,2

隻の500屯級は全長51米,幅員10米,吃水2．5米,デイー
8．ノルゥェー

ゼル,乗客1“でアルミ使用量は700屯級が114屯,500
大分古いことであるが,1"9年オスローのﾌｪﾙﾝﾚ屯級が57屯で,大型船ｸﾘープﾗﾝド號の排7km10430

-．エーケル麸船研で建造された，フェルン。プラシト屯に對して,00屯と言うのに比して,思い切ってアルミが
及びフエルンガルフの＃il洲〈船にアルミが使ってある。全使ってある。揚子江で使うのだから海水腐蝕の人配がな
長126米，排水戯8800屯,5500.鳴力ディーゼル装備のいのと,特殊目的のためであるが,纐萱上こム迄使えると
貨物船である。上部構澁に使月』し,汽笛，フ・ロムナ』ド言う－つの標本1こなるであろう,此の6隻は昨雫完成し，
デッキを支えるビーム等にも使い，舷窓共他各種の継装1，月末風雲急な_上海に蒲いた｡其後ほどうなっている事か。
品にも使っている。此の船ほ大西洋，地中海洪他を巡航
しあらゆる氣象状況を經臓すること6ヶ年,’945年米幽 11Fあとがき

の専門家の謝査甑が詳＃IIIにアル琴使ﾊ1個所を調査したが ，辮者は金風技術屋で，船のことは門ﾀ職であるから各
異種金脇との鐡細'さえも鵬蝕を認めなかった位全般の 〔28瓦へ）
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のは蜜にこのA1-mg合金である。〃
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1．はしが_き

職我身の眼が逐次海外の賓料にふれるたつれて平岡
霞の説かれるように諸ﾀ掴での艦へのアルミニヴムの進
出が測明し，一方では外國船の受註關係から我國の船膣
穰關の重量が過大で.Deadweightが不利であることが明
淑こ,なり，叉航海船橋は輕金脇製とすること淫勇求され．
るような鋤に接するにつれて,遥継界の識者間で船へ
の軽金闘使用が話題となって来た。ごうした情勢に併せ
這輕金鴎の生産ざ茶一キサイトの霧入許可によって新展
開し,嬉壷風班akerとしては航空磯に代るべき需謬輌
開擁準雪蒲されるに至った。こうした-搬傭勢に對虚し
で,圭管官砺では我國趨譜の將來のためにも船蜜改善の
准必にも鱈壼風を撫舶に使用出来る状態を育成すること
の塑麹詮認めらﾇ,甘利船胤胴長の雛の下に船舶用輕金
脇委震會なろもの力§本年9月設けられた。この委員衝は
開係官鹿研究駿驍材料謹識錘罪ﾄ各會祗の關係者を以て組
織達れ，輕金鰯を船舶に使用する場合の技術上生産上の
諸問題について各方面から討議橡討している。勿論まだ
その結論を得るには至っていないがここに認伏を通蕊し

●

て見る事としよう。

Z"我國に齢ける輕金厨使用の賓例

，昨今錘金鬮の船への利用がや力きましくなったのである
溌こうした着想は我國でも鉱に約20年も以前にあった
のである。寵量鍾減と重心黙降下と不燃性非磁性等をね
らつと,躯逐濫や小鑑艇の鍵儒瀧造に叉綾關室の通風路
職遥に室内徒切隔壁等にヂユラルミンが使用された。材
料の湿度にとらわれてヂユラルミンを探剛した虚に失敗
の原因があって数年を出でずしてこれ等の瀧造け腐蝕の
ため改澁の餘儀なきに至った。以來輕金厨は船には向か
ないものと即勵され，一方航塞機の輕金脇への需要は墹
大の一路をたどり郷内との縁は切れてしまった。ところ
がこうした船磯部脇係での儲勢に拘らず，艦艇に郷iiす

一

3．船舶用輕金團

‘艦の毒命は航室磯や我々 の辨常箱とあがって20年30
年と長L,ので，我々 力燕金属を船に使用する場合その選
揮の主眼(ま先づ耐蝕性におかるべきで，今の虚湿度は第

二の問題であろう。こうした覗黙から船舶用に最適な輕
金鰯は合金A1-mg即ちとドロナリウムであって次の3

種と純アルミであり，その内容は米國のA1coaカナダの

A1canのものと略類似している。その成分性状は今後の

研究によって筒窪更はあろうが大燈次のようなものであ

る。
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がこうした艦磯部脇係での儲勢に拘らず，艦艇に装伽すこ上で輕金風の機賊的性状は鋼とちがうので椰性限は
る計器や光學關係では例えば双眼鏡の如く輕金厨が100.2%伸に於ける懸力を以て示しており'伸は輕金蹄の從
％に採用され，使用渡績も全く滿足な結果を示し終戦當來の例によって漂鯏i距靴に於けるものである。上記の機
時重で常り前のこととして船に装備されていた。この材梛的性壯は各定められた成分に於けるzI鈎値であるので
料はA1-mg合金であってこれにサンドプラス'､を施すこれを塊絲化する場合には下限の数字を以て示すように
か耐蝕溌料を施して耐蝕度を更に珊したものであうた。なろう力､ら上記平均値とはl"it的には婆って来るである
現在我々 力拙舳川の輕金脇として探Mjしようとしているう。5%Al-mgの(1)は大腿ロイド規格に準ずること

, 〆

〆
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よって耐蝕性を確認することである。輕金鰯用塗料とし

てこの嘩裁に供するものほ從來の職から見て，フター

ル酸レジン・ペンジルセルロ.－ズ・ジンククロメートの

3種類で，銭鋲蓉の絶識馴と"してほデクリール系のヒ

シプレーンを採用して承る議定である。この資騒は大學

試騒所等の研究溌關で賛鐵室的な砺究をすると共に各造議
船所でも分婚し，叉特定の船舶にも試騎片を装備して資

、

質的な研究に移す喬霞である。

次の問題は軽金鴎あ加工及工作法の検討である。即ち
謎船所の既設の機賊器具を以て加工するのにどうした方

一弘

法をとるべきか。加工に要する工数は鋼に蛇してどんな‐
結果と．なるか｡較鋲部のZk密性はどうなるか等の見透を
たてる必要がある。これ等は迭船所での問題であるので
数挫鉛所で試験タジ,ｸ等を作ってその涛衞を持ちよる隷
定になっている。

筑三の問題は鋲と熔接である。一般にアルミニウムの

熔接ほ筒問題が多くアルゴン熔接ならばよいと云われて

いるのでその方面の研究にも鉾を聞ける事も必要でおる､

うが早急な成果は望ふ難い。差し鴬り鋲を主鎧として考

えるべきで，この黙鋼の熔接の簡便さに櫛跿造船技術、
者には輕金鬮は不便なものだとの印象を與えるのではな
いかと案ぜられる。鋲の問題にしても輕金風の場合は同
質の鋲を熱せずに冷間銭鋲する事になり，且前述のよう
に抗張力の割に剪劉力の少い輕金扇の場合は鋼鋲と性質

となろうし，その他の材料では抗張力は1～3'<gAnmg低

く仲ば5％位低く定められることであろう。しかし軟鋼

材のりW牲限20.51;g/mrrf抗張力41kg/inmg伸20%と比較
してみれば，こｵ嘩輕金厨の性状は大溌お判りになる筈
である。

その他これ等睡余暁を船舶に使用するものとして我尭

qが附識として知っておきたいことを要約すれば

比雨臓鋼崎である。
リ剛朧係数も鋼の約号である。・
剪謝力は抗張力の.60～65%であって硬質材では60%

以下となるから鋼のRO%より低い。熱膨脹係数･･銅の約
2倍であるから温度の鍵化に對して鋼よりも伸縮が大き

い。

4．重量輕減可能の程凄

輕金勵を使えば鋼職造に較べて重量力輕くなると云わ

れこれ力輕金腕使用の主要な目標であるが，果してどの

程度の輕赦が可能かその目安を立ててみよう。

A1-mg合金の比重が鋼の号であるから電最も号にな
ると云う課にはゆかない。前述のように遜座も弾性率も

鋼より低いからその熱を考に入れて>2.5%mg(2)の半

硬瞳材を使用したとし鋼とEquiValentの濯度を有する

熊造とした場合，桐享を約65％端す必要があるので諏量

としては鋼肘馳の55%位になる。叉擢ふで考えるべき総
造に利用した場合は厚さを約40％端すと鋼とEquivalent
の澆みとなるの.で，重量としては銅樵造の約4/7％にな

る。そこでm95%の(1)の材料を“鵬司れば更に重

量輕減の割合が大きくなり，純A1に近づけば輕減率は
減ることになる。（但し澆承による場合を除く）これ等を

綜合してA1-mg合金の樵造におき換えた場合，術識的

に重逓は鋼溝遥の約とl奇で宜しいと云うことになる。

が違うように思われる。從って輕金扇鋲接手の湿度を系‘ ~

統的な質職によって職認し適切な設計標準を立ててみた
いと思う。

次に輕金風を船に使用する場合，造船側の要望として
長尺物の板と型材･力謹求される。この事は直接工費に影
響があるので識闇所としては深い關心を持っている。そ
こで現在鯨動している輕金風唾延施設を以てどの怪度ま‐

旬
、
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せ5．輕金馬採用上の研究問題

聴金風を船に使nIするに當って見透を識めつけておく
べき事項が相溌ある筈である。我々 は蛾に海外請國で使
N]しているから無條件に無意識に使ってもよいと早合黙
してか上ると案外な失敗を繰り返えさないとも限らない
船舶用輕金醗委員禽ではこうした概鮎から研究問題を探
り上げて健全な發展を期している。

先づ第一はｲ11と云っても耐蝕性の問題であろう。A1=
Xng合金は而勉アルミニウムと云われる程耐蝕性は良好
であると云われている溌これには尚防蝕塗料の問題鋲
接手や熔接部に於ける耐蝕性にも注意しておく必要があ
る。そこで今後1〃-年にわたって上述の各場合について
澗水に減けたもの，海水と塞顛rl!に交瓦に波撫-るもの
汐風に暴露さｵしたものについて銅の場合との比較噛職に

力鯉濟的に成り立ち得るかの問題もある。勿論これには
船舶用としてどの程度の憾をまとめ得るかの問題とも
關迩がある。この問題は輕金鴎詮般に採用するに篭つで
重要な課題であるのでこの見透も早く立てる必要があろ
う。

以上の諸問題に關述のある態用研究として現在既に救
命艇識睡余腿で試作ずる段収が進められてL1る。これに
は輕金躍の特性に適合した設計を船舶試職所で樹てられ
ているので,更に關係識者の意見を綜合して試作に移さ
れようとしている。

f
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船に輕金腿を使ってのよさに就ては私は餘りふれなか
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つたが，既に平岡國本雨氏が設かれていると考えたので

重複をさけた。私も軽金溌の利黙をよく認めている稜6
であるL,遅かれ早かれ我國の諾舶にとり入れられるよ
うになるものと思っている。ただ私は整溌技術者として

こうした新しい材料を採用するに犠ってば，どこまでも

地に足のついたぬかりのない遣り方で堅蛮に進みたいも

のと念願する。そして垂←スタンするような輕はづみは

遊けたいと思う。考えること臓趨に考えて，蜜行は確

一信を以て敢然としてやるべきだと惑う。

最後の問題は如何に鐵術的に輕金馬の利黙があり採用

上の不安が一婦されても－そうした時期は既にロイド

カ輕金脇の規緒をとり入れてK,る勤礎と外國の諸例に徴
して極めて近L,將來に我國でも到来､ろであろうが－

維局に於て經濟的に引き合わなければ,輕金脇の活用は
壁にぶつかることになる。從來の經濟精勢で個罫渡輕金

、

麗は我々の手にとどかなかったのであるが，錫銅の補給

島

金打切りIごよる鋼材の値上りが既に生じつ上あるのに勢

して，甑に補給金の無くなつぎごいる輕金厩が更にポンド

の切下げによって原料ポ･－キサイトの輸入が有利となっ

て來た情勢を思い併せると，經濟的問題の將來は明るい

ように感ぜられる。我冬は我國の輕金歴生産我が世界的

に見て決して高債なものでない事笈を大観して，大きな

難待を持つと共に輕金闘關係の各位のこうした面での筒

一屑の發森と迩蚤とに大きな期待を持つものである。同

時に我々造船關係の者と｡しては絶え間ない努力を傾注し

て船質の改善に努むくきことは云うまでもない。

最後にこの漉現には是非とも船主各位の竪朋な御理解

がなければ笈を結ぶ事は難じい。三者一燈となっての勉

狸に加うるに關係官礁と船級協曾等の御協力が美しい花
を咲かせる必須條件であろう。

〔日本鋼管鶴見造船所設言鄙長）

マデー戸一戸一へ一迫へ=、ジーヘグー～岸一一堵へジベゥヘー～戸、〆~へ－，ハハヘハハ串ニーージ、一～

“頁より）‘による火ぶくれが出來なくなった由兎に角最近船舶方
〔二〕家具面に盛んにアルミニューム力剰用されて来たのも前述
各部屋の家具全般′の如く種々なる利黙特に重量力輕〈錆びなくﾀ噸が美
（木）食器墓所用品、麗,組立簡単,非磁性で輕駐であれば勢い燃蛮が少く
（へ）装飾品、安定がよく高速度とな．b材料識が從來の秘料より鞘々

極最近外國分献の中にもスヂーデン建造のス1､ツクホ 高くついてもカバーして総りある爲で更に迩在適所に
ルム號は｣鋼総遥『煙突，キャビンの仕上壁，キャビン 利用すれば更に進歩ぜる優秀なる船舶が出来る事は論
の熊‘遊歩デッキの壁救命艇迄厩合金化している。英を俟たない。

園の貨物諾は，航海室無線技術者室，マスト，デッキハ 六結言・

ウス，船橋デッキ等に叉高速モーターボートの船燈全部 以上述べ来た事より如何に輕合金が優秀で利用の範
‘大型發璽蝋謡は，全熔接アルミニューム船燈としてい 函が大であるかという事が分る。然し日本に於ては航

る。又米國では潜水鑑には上部樵逵に靭洽金を使用し 空磯維戦後は製作出來なくなったのであるが以外のも

蕊年間使用せられた力謡い結果は顯れず寧ろ安全度が のは十ｲiil年進歩の跡なく叉改善して行こうという熱意
増加したと云われている。最近楊子江を遡るアルミニ．も研究する努力も挑わないのが一般である。新しい事
ユーム汽船が出來浅吃水の割合に安定がよく繊載量速 をやって失敗して面子を汚すより無鄭・な顎な力舜'…

で進む方が安全である爲であろう。しかしかかる行き力詮婿加することが出来たと報返ているが當然の事と

方は平和産業を以て進む日本に取って發展性もなく技思われる。叉蛋一方塒殊な利用法としては英國では汽船

の火災につき調査した結果そのペンキが火災の慨がる術の進歩は望まれず結局ll堺の工業の波について奇け
ず販残される運命に落入って終う事である5。我々は簸大の原因であるという事が分った即ち過熱による火

ぶくれが出來燃鍵し易いガスの充瀧によるものでこれ もつと較局的にもつと純心な氣持で宏壁を以て技術の
寒無くう鴬プルミニュ,_ム粉末を用いる蕊により握熱發展を期待するのである。（大阪アルミ製作所技術部〕

一一一一＝一一
一一一一～～－ヘー

（25頁よめ鼻先を通ってカナダに發註され，アルミを凋料にして避
部に使用すべき材礎，寸渋の意見は申上げられるが，ど期的な船が建造されたのは残念なことであろう。しかし‘
んな部分に使ゲべきかと言うことは其の方面に關係のあ幸い戦時4アルミの加工に桜れた技術者も多く，又アル

る識者の研究に御任せすることにして，材料屋から見たミを使った典型的な船が月に3，4同も定期的に入港し
近状を御紹介した。・ているのであるし，最近の外國からの註文仕様にはアル

絡職後の日本は特殊な状況にあったので無理からぬこミの使用を要求しているそうであるから，今後船舶への

とではあるが，揚子江を知りつくL,弛船技術にかけてプルミの進出は大に促進されるであろう。噸金溺の活用
は世界有数と言われ，幾多の揚子澗総を手がけた日本のを期待じている次館である。（迩耐産業術磯山局）
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アルミニウム合金の種類

アルミ合金の種類は非常に澤山あるが，海洋方面への
目的にはアルミニウム・マグネシウム系のものと，アル
ミニウム・マグネシウム硅素化合物系の二種がある。前

者底熱麗錨:出來ず,その製造過程に從い渥度が異り,軟
質，牛硬質及び熱間嘩延品等各種のものが出來ろ。後者
は熱虚理が出來,蕊峻測こ腰じて読望の湿度が得ちれる。

輕金馬の耐蝕性．
「アルミニウムが海水に耐えぬという考えば古い。現在

使用中の輕合金は事錘溌阪よりも健秀なる耐蝕性を有す

る」といわれている。今後の問題として塗料の研究が残

されているが，之も海水の影響を多くうけるﾀ価だけの

ことで，それ以外は勿論素地のま上でその妻鍵さを搾侍

出 来る。、

アルミにマグネシウムを加えたものは耐遡性が湿くな

ることが資驍的に立證されている。

筒外部防蝕のための蓮調はアメ･リカでほ概ねジンク．

クロメートの下塗と金成エナメルの上塞とはワニス系塗
料の｣塗が-殻的である。内部部品の防蝕は特に考慮を
柵わずとも所謂アルマイI､を資施-獄Lぱ足りる。

異種金脇の鋪部の防蝕は鐡,銅何れと接鯛しても
イオン化傾向の大きいアルミの方が腐蝕する。鐡より･も

銅に對して-暦腐蝕が甚しいから瀧意を要するわけであ
る。之が防蝕法としては鋼とアルミの按銅部には亜鉛華
塞掛を塗り，銅との接鯛部には鯉皆華塗聡唾bの亜鉛鐵
板を間に入ｵbて結合している。、

熔 接・

純アルミは熔接容易で弧度も充分である。然し-穀ヂ
ラルミン系合金は銅を主要混合材として3～5％含有す
るから熔接困難であるが，船舟畦用のものはマグネシウ
ム系合金で銅はないか叉は催少のため熔接は一般に覗息
である｡共金の熔接捧と熔接割として俗蕪バラキリ粉(化
學成分はⅣac1,KClを主成分とするものが多く熔接面の
酸化膜の除去と熔接中のA1の酸化を防止する目的のも
の）を使用する。、

最近はアルゴソガスで熔接部を塞氣より遮断し乍ら熔
接する方法が發達し生産速度，品硬の黙でも優秀な成果
を學げている。・

熱膨脹
アルミは銅の約2倍瀕の熱膨脹係数を有するからその

差異を考慮に入れる必要がある。常翔温度に於ける最大．
温度差50PCとすると1rnにつき0.619mnlの膨脹差を
生ずるわけで，之を鋼とアルミがそのヤング率の比によ
って1：3宛麹寺っものとすれば之によって生ずる熱聴
力は3.24kgﾒmnfとなる。この程度の熱懸力を考慮する
か之をさける設計上の老職が必要である。（編集部）

ミ合金に開するメモアノレ
ーヘヘヘへ一

一一一戸､

・輕金属を船舶の何虚に使用するか、

從來淡然と涯度を要しない箇所とか室内等を考え勝ち

であったが，単に鐵と輕金厨を置きかえるのではなく艦

舟畦臘の韮本設計から考え輕金風を使用し，米國と同様
な鐡とう，ルミとの侭蝉上で日木のｱﾙﾐが出來るのなら
アルミの船の方が安くなるのは間違いなく，工作運搬そ

の他の熟でも有利である。從って.ズカゾトリング，デイ

メンジヨンの所まで行かねばならないが,先づ船識酷
と職装，機關々 係の三部門について弧度を要するもの，
要しないもの等に分けて如何なる脈こ使用出來るかを見
ると，船臘稚遥では操舵室,居住甲板室,上部樵進物，
機關室確室園壁，主要水密隔壁（但しFP,APtank"
關部前後隔壁を除く）ポスト類，ブルワーク，緬蚤力に
對してあまり重要でない甲板等が弧力を要する部分,倉
庫仕切壁，便所，浴室，厨室，電池室仕切’’､ツプマス

ト等はあまり狸力を要しない所である。

次に職蛙闘係では要弧力部としてシフテイングビーム

水辮非水密扉及附圃金物,スライディング水密扉(鋳物)々
ダピツ,､類，救命艇,CO2ポツ'､ル("),暖房器及省等，

あまり湿度不要のものは通風筒，通風孔金物(鋳),清水

重力タンク及管，弁，ホーサーリール，手摺，支柱類，

天窓，甲板室舷窓(鍔)，梯子等。亜力不要のものは通風
管,浴輔,諸計器類ケ言ス，傳雛管，配電盤架構，火災
警報装置月輝管等である。機關關係では煙突，エアーポ

ツトル(鋳)，女一ピン減速車室覆c篤〕の他に緒子梯子，

各種エンヂン類の遜等である。特にシプティソグビーム
の様に持蓮びを要するものとか，安全であり且多鋤弓使
用されるものから製作した方が僧格も安くなる。

､

’
慣格の一例

0.5粍厚アルミ板，銅板，距鉛鐡板の現行公定債格

睡常り償絡睡當り枚数一枚雷り債絡
アルミ板213,510m366581｡90

銅板185,2401121,648.65
亜鉛fW35,050152231.00
鐡とアルミのホイールハウスのjE"

鐡鋼重避7t睡繍り2.8麹則として20禽圓
アルミ重量3蝿睡當り15蔑圓として45萬圖
現在便絡ではう''じミは高くなってb｣､るが,鍾鋤肺倫金

が外れると雨方のバランスがとれる｡･l
q

ノ

力は3.24kgﾒ､畔となる。この痙皮の熱
か之詮さける設計上の考麗が必要である．
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二－三一二

｢睾霊力と蓮ゞ
を往廷聞く。そして夫が叉使用者の蝶だけに案外
巾を利かしている状態である。これに對して中小

工場のエンヂジメーカーも亦これを反駁し納得さ

せるだけの根纒を持っていないから．いけないので

あるo

機關の優劣は性能耐久力使い易さ臘格等の各面

から見て決めらるべきで，狭い唐一･面だけを見た感

じ位で，簡軍に良いとか悪いとか云われて左右さ

れて居る様では樹術の雌至な護達は望めない。
これについては監播官臆がもう少し技術の直i迄

指導して行くべきであるが,.今迄はこの方面は殆
ど放任の状態にあった。これからの日本の産業を

海外に發展させる爲にも是非技術的水準をもつと

少

茂 賃節夫
一

緒〆言
グ

漁船では競季相手より一刻も早く漁場について

漁謹戦逓ﾌ有利に展開し，叉漁狸物を一刻も早く市
場に才寺って歸る必要-k速度が非常に重要な問題に

－

高めなければならない。

丁鴎騰勢は各睡の統制が逐次外されて行く傾向
にあるのだから，これ等に愛していた人季をエネ

ルギーを技術の啓蒙,指導の面に向ける蕊が望ま
しい。その意味に於て，木造船の馬力と速度につ

いて二，三調べた虎を披露して参考に供し度いと
思う。一

なっている。

｡－その爲船主ば大馬力の機關を稜みたがる傾向が
〆

ある。併しその船の性能も考え歩，船の大さと馬

力鍾關係がどういう舩態にあるかも分ら-jT,唯馬
琶

尤のみ逢無晴に上げる事は考え物である。

議淨相手に較べて速度が出ないと~兎角機關の所
篤にし勝で，使方が果して迩営であるかどうか，

燃紫棚費とかその他の條件かどうかと云う事も考
一え歩數学的根擦もなく，蕊なる感じ位で簡軍に何

鹿のエンヂンが良いとか悪いとか云われている事

夕

．永‘の抵抗
G

流鵠の抵抗は一般に流総の密度と速度の二乘と

抵抗面積に比例するとして

扱われている。これを式で
表すと，

沖1回抵抗係数曲銅●

愈
城
偏
執
ｃ R=c;v2A………(1)

C:抵抗係敬

β：流艘の密度

V･:速度A:抵抗面積

船にあっては水面上の部
分は室氣抵抗を受け水面下
の部分は水の抵抗を受ける。
そして水の抵抗は叉巌擦抵

抗や遥波抵抗や渦流抵抗等
から成立って居て，複雑な
抵抗を受けている。併しこ
のうち大きいのは摩擦抵抗

と造波抵抗で室氣抵抗は水

の抵抗に比して桁逮いに小

さいので問題にならない。
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沖2回碓度～男必曲銅

'一・|｜蕊

道

‘ので山縣昌夫博士の船形學による任

導
I蕉裟蝋畷肱雫｜ー

/’ 漁船(載荷舷態）．

'=9.""l,=0.221/m､2.6P’

漁船@座荷欣態）‘

0．580．22“3.3

貨物船0．70．0．262．9
J

（3は排水葡扮の方形肥涛係蝋Lは

長さ,､Bは巾,Tは吃水）

而して鬮察低抗係数の方は船の犬さ

形等の影響が僅少であ湯が,遥波砥・
＝抗係数の方は",B/xbP/皿にエって鍵

化し，中でも3によって可成り異つ‘

て來る。從ってこれ等の曲線は正し，

<は上の数値の船についてのみ営は

;′もまる謡であるが'幸に普通の所謂標、
で 準型船では上の数値が大鵲似た糠な．

|､値なので,20屯~'00屯程呼欄層
10 ならこの曲線で大艘一般的の事が云

えると思う6

馬力と速度との關係

第1岡によって抵抗係数が分り（2）式によってL

抵抗が決まるとこの抵抗に打勝って走る爲に必要
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抵抗面識としては摩擦抵抗に對しては浸水面識
をとるべきであり,迭波抵抗に對しては水面下の

？ ’

前面投影面稜をとるべ獣ごあるが，簡単の爲に一な馬力が決って來る。 〆

般に排水容穣の2/3乘をとって表す事にしているO_dP=R糎壽c券，恥…….……･･C3)、．
即ち（1）式を船の場合に書直すと

P;動力

R=c;v'D2/,…………･…･…･(2) これを機關の軸馬力をS､H・P推進効率（船尾

D:拘鰍容稜となる･廻りの噸紫擬失を含めた）を〃として書直すと

抵抗係数7511S.H.P.=c:v,Da/S(照位はk9,m,S)
(2)式の抵抗係撒は摩罐抵抗係数と遥波抵抗係 3

▽謡旦…………"’蝋とから成立っている課であるが鯛蕊低抗の方は ．｡.V＝こ

比較的信頼出来る変験式がある。併し逵波抵抗の
方は船の形大さ速度等によって複雑に鍵化するの･ここでvは大鰐40～50％程度であるから，γ＝
で簡箪な式で表す事が出來ない。棋型試嶮の結果0．45として2，3の船について馬力と速度の關係

があれば一番いいのであるが,適営な養料がないを求曾て見ると第2圖の様になる。
－31－
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フロー不敬(從って抵抗係数)が殆ど同じで，次の

如き値を示している。

漁船ではう糧ニド数0.3抵抗係数0.049

貨物船では〃0．25〃，06033

との値を(4)式に代入して排水容読(D)は不便

だから總下観放(W)で置換えると

柵に錨して命-；影悪……(5)
帯=2’-0“とす）

貨物船に雪してv=4.§､/悪……(6)
”(器-2.4‘=0鴬45とす）

（軍位:Vは節S､H・P‘は馬力W噸数）

但し適用範園は20～100屯程度の木船で標準馬

力の前後，標準馬力とは

漁船では

‐95屯で210馬力程度75屯で160馬力程度

~E5屯で120馬力程度20屯で75馬力程度

貨物船では′1馬力/屯程度

結論

以上を要約すると大鵺次の事が云える。

（1）現在の漁船は既に「速度一馬力」曲線が急

上昇の範園で礎われているので現在の標準馬力よ
り無I層に馬力を上げても速度の増加は餘り望めな

い。從って速度増加から得られる利益が馬力増大

の爲のイニシャル及びランニングのコストを柿つ

‘て餘りあるかどうかは稔討を要する問題である。

貨物船は丁度急上昇の手前にあるので現在の1

馬力/屯程度が通営で，これ以上馬力を上げる事は

望ましくない。

（2）(4)式から分る獄に速度は馬力の]/疎に,排
水容穣の（－．{/9）乗に比例する事と抵抗係数が

フロード数？函数である事から船が大型になる僅
謎度については有利である。
（3）速度を上げる爲には馬力を上げるより排水

部分の方形肥癖係数を,1,にじた方が効果がある｡、
（4）標準馬力の附近なら(5)，(6)式で犬艘の速度

を求める事が出來ろ。

以上賓料不足の爲牡撰の氣味があるが諸賢の御
批判を乞ふ鴬に敢えて發表したので猫正でない虚

があるかも知れない。’何卒御教示下さらん事をお

願します。棟海海運局船舶部）

これから分る事は

．（1）フロード澱が漁船では0.28震物船では0.26
以上になると抵抗係欺が急錨齢1圖参照）する
上に馬力は速度の三乗に比例す息爲或速度から先
になると急激に馬力が要る。そわ境の速度は船に

‐よって異り．

漁船では20屯で6.5節位,45屯で7粥0節位

75屯で7.5節位,95屯で8.0節位

貨物船では70屯で7.0節位,50屯で6.5節位
一となっている。

（2）従って前號の速度以上になると馬力を少竺
増しもも速度は幾らも増さない。現在の漁船はう

篭戸一ド灘が0.3の附近で使われているので既にこ
、

の状態に入っている。この状態にあると速度上昇

が如何に困難であるかを調べて見ると

．55屯で210馬力を240馬力にすると9が9.2剛こ
‘7鈍で乱60馬力を210Wj〃,'8.5節が8.75節に

．45屯で120馬力を160馬力〃8.2節が8.65節に

20屯で75馬力を90馬力〃7.5節が7.72節に

と夫兵馬力を補當増しても速度の方は僅しか上つ
・ていない。、

,の篭鑿鰯E鰯熱襄撫篝鰻露
って現在の1馬力/屯程度が適営でこれ以上馬力

を上げ令る事は望ましくないd｡

（3）高速になると同じ馬力に對して船が大き《
ても小さく'ても速度が餘り鍵らない。寧ろ小さい

船の方が速度が出ない事になっている。

これは一見常識に反する様だが第’岡から分る
様に抵抗係数がフ戸一ド数の函数になっているの‐

．で同じ速度に對して小さい船程抵抗係数が大きい

爲抵抗面稜は小さくなっても馬力が餘計要る様に

なる事はあり得る事である。

（4）馬力を少舞上げても大した鍵化がないのに

對して，一方肥痔係欺力蝋ると可なり大き薩鍵化

がある事は，貨物船の曲線や撫荷欣態の曲線が示

す通りである。
速度を求める簡便式

馬力と速度の關係を廣範園に亘って簡軍な式で

表す事は到底困難な事であるが，標準馬力の附近

だけなら夫臘の速度を算出する式を求める事が出
来る。即ち櫟膜馬力峨丘を調べて見ると各船とも

I
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水雷艇蒼臓と鳩の修理

水雷艇鳩〔ハト〕と蒼鰯(アヲタカ〕

との画突雪lT件の起ったのは大正10年

の夏であった。鳩が蒼鹿の右舷側殆

んどI:I･央に艦首を衝き込んだのだ，

遇圃ま舷側に大施裂を生じて沈没に

瀕し，浅瀬にのし上げて漸く沈没か

ら更かれた。そうして鵬はコリージ

ヨン・バルクヘッドから前部を目茶

目茶にして仕郷つたのである。虚で

童晦の訓蹄M員は]IIb敢えず艦を輕く

Lようとした試みはよかったが，無

晴矢鱈に前後部の重並物許りを卸ろ

したので首尾が持ち上がり，中央か

ら擁}Lる許りにサッグの状態になり

l_かも船禮rl』心線は左舷似にく‘の字

なりになったのであった。この救難
には庭田尚三菟罰勝大尉〔後に中將）

力過いたのであったか，直ぐ1乗この・

無謀な軍遼物卸ろし方を止めさせて

假揃鱸を施し，船臘の折れるのを喰

い止めてやっとの思いで佐世保に曳

航卜入渠させたのであった。
この修理は誰者に命ぜられたが，

何しろ蒼鹿は上記の如く上方にくの

字なりで，しかも左舷の方にもくの

字なりになったのを，その侭i釣k工

で盤ﾌKを加減して船渠に据えたので
あるから，先づ館一'二やらねばなら

職轤吾麗織餓薔
砂盤木の考え方を應用する事とした
のであったが，3画に分げて匡正し

ようと考えたので，砂袋を3段竃ね

とした。砂袋は勿論進水の場合とは

異なり換ﾉ膠とし？各鍵木に3個宛'1:$

ｰ

思い出す主蚕に

E)

ゎ

禰田烈
●●

一'■･レーー

､

とじ前後端に至る央損傷部を基準とu前後城に圭

程大となる所要低下量に合わして，

一々 異なる寸法のものを作って當て
がつたのであった。そうして匡正作
業溌日には各雄木に人員を配E,"
笛一藤同時に上段の砂袋を切り'･静
かに船禮前後部が下が副こ應じ,課
め前後部雨砿に施した縦この根元
にかませて置L,たヂヤヅキで左舷側
は押し，右舷側は左舷側の押す歩調
に合わせて緩め，上方及び左右の曲
りを匡正したのであったが，之れを
3同繰返して行1､全くもとの正常の、
位置に復せしめ得たのであった｡左
右の曲りはさまで犬ではなかったと
はいえ，籏支柱を押すのは船禮前後
部が靜かに下がりつ上ある間丈けの
短かい時間内の作業ではあるし’若
し押し労を誤まれ蝿蝿鱒覆の恐な．
しとはいえないの筍左右雨舷の呼
吸を合わず顎には特に槙軍の手配を
したのであった。それからまた，前
甲板にはケンパス・バズに水を容れ
て置いたり．錨を談んだbして船鐙
各部の遁量配分を豫め均一になる様‘
考慮し，砂縦木に輿える船燈睡力が
何虚も同じ位になる様にしたのは勿
論の事である。
獅くて見率に贈溌を正輔に復さし

めたが，あとは普謹の損傷輝胤と少
しも愛らなL,zwLなものであったか
ら此麗には述べない。：《
鯉はコリージヨン・バルクヘッド

より前部を縦して本瞭に取り付け
る修理工燕であったが,鱈齢も古い
し，それに丁度錐者＠WI究したF6
フラックスが出來て，百噸職火薬蓮

一一33－一

、
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搬船を全熔接で新造した後でI散ある
畦漱鋼を用い電氣耀湊でなおして
見たいと思い，その旨申し出た虚幸

い許可があったので，古い水雷艇と

はいえ軍艦の主要溌遥に日本海軍最
初の電氣熔接を用いた無鋲工事を施

1得たのである。

工事に當つては船殻工場丙で，先

・う誌雨舷（キールは片舷の方へつ

けた）及び上甲板と3部に分けて別

々に製作し，出來上ったものを組み

立てて船首部を造ったのである。こ

れが自分では後にブロックシステム

の考えを生む因となったのである。

フレームやビームには若氣のため凡

て理論的なフラット・パーを遮二無。

二使ったが，鋼板を熔接してからフ

レームを取り付けるのに，曲諜の多
い産だけに非常に困ったのであっ
た。この失敗の經鹸から昭和6趣

設艦八瀬山を奥で全熔接で建造した
際'三は，フレーム3本目毎にユ本を

山形にして組み立ての便を計ったの

である。最も照った事は，始めて外

板を衝合熔接にしたのはよかったが
何しろ衝合熔接による收縮量に對す

る經験が乏しかったので，重ね接手
の時と同じく寸法にあまり餘裕をと

らずにやった力､ら，タI板を耀陵し終

って見ると甚だしく縮んで仕舞った

事である。仕方がないのでこの足り

なくなった部分をシーヤ・ス1､レー

ギの方へもって行ったから，組み立

てた學句はシーヤ・ストレーキの上

部とス1､リンガー・プレー1､の端と

の間に隙が出来てtl舞ったのであ

る。そこでこの隙を鱈くす馬，ズト

リソカー・プレートからシーヤ・ス

トレーキにかけて細い鋼砿胃曲げて

頚っ･Etl舞ったのであるが，苦しま

ぎれにこｵしをカバリング･プレート

と秘じて置いた。

船は後に溌濫となり雑役船に編入

され舞鶴に居たが，このカバリング

プレ－1､を見る度毎に若い時の無謀

さ力想い出され･で§Lig顔の至りであつ

｡
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た。しかしこのプレートは中々 巧み
に出來た:ので，自分からその話をし
なlj,と,誰も『氣が附かなかったので

ある。

なお揚銅幾下の二軍張等はその周
函を睦陵すると共に，甲板の方へは■E

遁當の輕目孔を設け-浜二重張に熔接
したから，二重張がよくおさまった
と同時に重量軽減も出來たのであっ
たざそし矧際首部が出來上ってから
船渠に運び込み本禮に挿し込んで本

グ魁とは鐘鋲した。これは本確のﾀ賑
が軟鋼ではなく性蜜がはっきりしな
かったカミらである。何しろ纒艇に對
しで熔掲彦理は始幽ての事であり’
ま離力彩濟に出る前で修理期間に
陸2週間の制限があり，しかも熔接
工ほま者自身が素人から養成しえも
の5人しか居らず，熔接長さはわざ

わざ測輕して熱鋲としていたため相
等に長L似ので,､やっている本人より
もはたで見て居る人逵に餘計な心配
をかげたのは，今から思えば夢の様

〆

な話である。

フラ，ｼ,卜・バーに熱､では其後呉
に在勤鮮備昭和6年頃であったと思
う,八幡製鐵所で特に熔接用として
作って糞ったが，セクションの縦籏
bの方向に大きく波を打ち，しかも
セクションの角には自然と丸味が出
來るので工合力懇るく，鋼板から切
り取って自製した方がよかった。こ
れ等ほ今後製鍛所でその製作の研究
をするｲm値があることと思う。

構蔵350噸ハンマーヘツ

ド°クレーンの組立

戯須賀工廠に石川島捲船所製造の
350噸ぞ､シマーヘッド・クレーンが

据え村けらはたのぼ昭和10年頃壱あ
ったと思う。このクレサーンは大主力

艦の砲筒穣込を目的として計壷きれ
たもので,世界一の大きさのもので

ある。その据付場所は小海の北側岸
壁であった力鈍勢上，頭が間へる爲
蔵艦の前後部の雨砲塔群を稜み込も

β一

うとすると，その痘懸のあとさきを

度莞鍵へて繋留しなければならず；
また將來出て來ろであらう更に大な

る主式]鍵の場合をも考慮に入れてそ

の場所を定めなければならなかった
のであった。そうして愈々現場でそ

の位置を定めるという事になった時
紫者がその中心位置を地上にマーク

ロj

したのであった。虚力妙な事に基礎
工津力始まって見ると，丁度クレー

ンの土塞下だけ力;岩盤であって,.も
し左右何れにか半1メートルでも中心

ヵ狂うと岩盤をﾀ陣て仕舞う様な虚
を選んだのであった。誠に偶然で奇
蹟的な事であった。

この組立認土どの位壷あったが忘

れたが識算の關係上石川島の申し出
"芦

た金額を出し得ず，石川島もこちら
の債絡では引受けなかったので，止

むを得ず思い切ってこちらで組み立

七る事とした。當時の船殻主任は用

意周到で極めて稜極的な西島亮二造

船大尉（総朝鮮大佐）であったから
やって見て呉れとこの専門外の厄介

な工事を持ち込む．と，早速恨重な計

遥を立て,‘不足オろ駕職は市中から

傭い入れる手筈迄して工事に取り掛

り2，段目迄組み立てた虚石川島でも

ぞの名器の爲損得を度ﾀ噸してやる

から窪ド引き受けさせて呉れと申し
込んで来たので，途中から石川島に
まかせてこちらでは手を引いた。虚

で石川島の専門屋力雛て今迄やった少

2段目迄の工難を調べて見ると，そ

の水平面や郵訂”極めて正確であ

つ己2段上面のクレーンの中心を

鎚蕊の中心と合わせると1m]hと違

っていなかったので、よく素人がこ

んな正確な仕郵をしたものだと鱒、

た程であった。こ･ういう仕頚には全

くの素人で細裁はなかったにせよ，

計遜力撒密で全員力熱と意氣をもっ

て張り切ってもやりさえ才ﾂ.Lば出來る

ものだという事を如笈に示した例で

あるが，兎角物事力決ざつばだと言

われる造船屋にとっては大いに誇る

－34－－

＝ ＝

〆

づ

ぺきものであると思う。

籾石川島で組み立て終った結果は
その請負金額で充分利釜があったと

開かきれたが，今迄やった事のない

程大きなものの見稜りとなると中々

難かしいもので，専門屋でもそうそ

う簡単には行かないのである。

英艦の管生設備．

、大正15年巡洋艦古畷との交換見

學が行われた爲，錐者はスコッ1､ラ

ンドのロサイス軍港に英國巡洋艦エ

ンタープライズ號を見學に行った事

がある。その時感心した黙に艦の衛

生設備がある。日本では兵員の上陸

に際し，術生器具や薬を典える事に

なって属たが'果してそれを使閑し、’たか否やほ到らず羅病患者も相當に．

あったようだ。英國でもそういう器

具や薬を與える外に舷門の虞近に衛

生室が設けてあって，『i』に洗溌装置

等力蠅してあった。そうして上陸し

たものは誰でも儲艦したら其庭を通

らなければ艦内に行かれなし､様にな

って居るので，其虚を誰が出て来よ

うと富り前の郡であるから，假りに

其庭を使用したとてはたで妙な限を

するものが無いやうになって居たの

‘であった。個人の衞生思想も進んで

いるが,、こんな鮎に迄注意が行き届

いて居る事は，種々の黙で考えさせ～

られる事柄である。これ等は商船乘

組員に懸用出來る事であると思う。、

山高シヤツクル

佐久間大尉の艇長であった第6號

潜錘が弛頚fして以來，訓練中に艇

潜水艦の沈没事件があった。そのI:1:!

には救難作業が進捗せず，副蔀且員が

怨仕厳最後を遂げる迄，救難に赴い

た者とテレフォン・ブイを通じて言

葉を交わL,關係者をして断腸の恩、｜
いをさせた事もあった。

潜水艦が沈没したと調雌,､そｵし
が潜水夫の行ける範園内であるなら，

ぱ，普通先づ潜水夫によってこれを

子

里 壺蚕--.岸事一 一一 一 A



一一一一

－－－
一一一一■■■■■■■■■■■

－ －－

’

－随 餓一
一4

．糠査官の立場

検査官とか朧督宮とかいうもの

は,鋤帯や規則を上手に使いこせな
くてはならないと思う。規柊や規則

一鯉張りで通すだげなら，何も最高

學府や何かを出走も虚検査割こず
る必要ほない。少

、筆者が海軍造鰡畢生を志願して海

軍省醤務局で懸格検査を受げた朧

同窓の者に身燈は何虚蝿ﾌるくは漆

いが,‘秤にか上ると目方が若干規格
に足りないの力瀝た。試簿官の露欝

官は少監であったか中監であったか

忘れて仕舞ったが，友人を秤の上に

載せて置いた催，自らコップに水を

｡三杯浦たして持って来て友人に飲ま

せた｡その遥錦に秤の針は動いて規

格に達したので合絡と宣したが，こ
れ等は王手な規緒の使い方だと今で・

も思って綴る。
ただ此虚に注意を要する事ほ何も

無層に規緒や規則を軽く見君という
のではない。上手に使うためには規一

格や規則の出乗た術諦Wをよく噛ぷ締
あると共に,そのものの蜜際を充分

によく勉張して置き；規絡や規則を
外して許寸蒋にはた齢蕊に腹藝で無

く，確乎たる瀧嘩的信念蓋もつでや

る瀞こしなければなら鼬､とh､う事
である｡．

.吊り上げる爲に鐇攪に大廻わしをか1二は艦内からこの溌票を胸､し鯛
ける作業が始められるのである。し様になって居た｡引揚に際しては引
かしこの作業は深度の礎度海底の率揚用大索2膝をつけた聯結器（これ
総潮流の關係等によってそう底簡は陸上に保管してある〕の中央部の
軍に出來ないから，生存者が命のあ孔へ，この小索を邇しさえすれば聯
る間に救蝿するという事は中々 困難結器は朧を傳わって降りて行き自
な瑚丙なのである｡そこで考えられ鯲勺に聯捨子に嵌合するのであろが
る事は，如何にしたら早く船臘吊り聯結子の頭の渇伏で聯結器丙の聯結
上げ用のワイヤを潜水艦に取り付け媒介金物を押し開き，聯結器が聯詰
得るかという副になるのである溌子に嵌まるとその金物ほ發條のしか
この問題を解決したのが山高シャシけで元の位置にかえり聯繕子の凹玖
クルである。に入り込むので，如何にしてもykれ
山高シヤックルは大正14年佐世ないしっがりした結合となll,あと

保造船部の船渠の係員山高市兵術技ほこれについて居る大索をたく．り揚
手（後に技師）が群水縫製鋤&の悲惨，げる事だけで,潜水鑑ほ引き揚げら
事を痂切に憂いた學句考案L.たものれるのである。この山高シヤツクル
であって，同年10月名海を索具自はワイヤ掛けに困難な重量物を坂扱
動聯譜機として4祷汗の出願をLj昭う庭には懸用の途が礎いを思う。因
和2年5月特許番號第71R94號で時に山高技黍は今上陛下鮨峨へ行幸
の瀧輝大隠が特許殻の下附を受けたの殉，山高ジヤックル作蠅錘餅測蕊．
ものである｡庭で山高技手の發朋考に當り現場に立會するの光蕊に浴し
案であるから迩稚は山高シヤックルた。

で通って居たのである。扱沈没潜永艦を箕際にたく．り揚げ
山高シヤックルは聯緒子と聯結器るには，我海軍救難の大瀧威者であ、

とから成り立ってし,るものであってった禰州|願謹船少將溌案の裁蛎式
潜水艦にはこの發明があつ-と以来李引揚法力課用されて,軍艦朝日には
時その上構に聯締子が2ケ所収り付その装澄力亟り付けられ，釣臓の對
けられる様になったのである。聯結手方になる礎潜水鑑の用意も出来’
子の頭には浮標附の難1-尺の小索が奥で大規模の蛮駿が行われたの催昭
取り付けてあって，いざという場合和3年であったと思う。

亀

船 舶電氣装傭
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近刊書

子供と船

鯵陣堂誌アルバム）

蒲芝港二箸
、 山高五轆郎霊

．石 川 島 造 船 電 氣 課 長

三枝守英著

A5．400頁定侭450EI(〒|35"m)-
〔内容〕電磁氣學概論．舟舗間の電氣方式，發寵裟置・

鍵寵装逓．動力装躍配電盤．甲種電郷磯
械・織關部電氣磯賊.電氣式航海磯城.照明
と信號燈装置．電氣通信.と計測装澄.蝿氣推

進電線．船躍の電氣的腐蝕．

東京都港瞳豚布渡町一九

〃船 舶技術協會發行

電話赤坂“8〕4704識振聲東京70438

●夕

上下二謹各冊懲定定便100圓
一へへ

船舶電氣装備渡刊遅延に對しま-しては

誠に御迷惑考御郷ﾅ致しましたこと深く

御詫び申上げま種;も漸く12月15日謹

刊の運びに教りました峡御譲約の方には

直に發詮串上まず｡以上御了承の程御願
い申上げまずも
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交戦朧を放棄し軍備を陵した我々にとっても，冷ぃ戦

箏の肌寒い風は身邊に止まず，熱き戦争の薄氣味悪き響

きさえも鯉わって来る秋の明け幕ｵLである。
平和國家を宣言して,國防の一切を他力に委せた國は，

唯曇戦の起ること無きを所ってさえ居れば，好むと好ま
ざるとに拘らず，それです-べて壁あるｶﾐ，未だに自ら守
らねばならぬ國々 にとっては，龍二次大戦によっそ躍進

した軍華澆術に立遅れぬための死物狂いの研究力顎けら
’

れているに相違ない。

技術の歴史を辿って見れば，戦争は必‐燕斗學技術發展
の=雪g磯を篤し，－－鞍毎に一段の進歩を示していること
は明かである。これを思えば平和の日本人も亦虚心な科
學者の立場から,罐新の軍事技術に無關心ではあり得ぬ。

然らぼ造船技術に關心雷有する我全が，原子力職に於
ける畳割職こ就いて少なからぬ興朱を受えるのも叉當然で

あ‘ろう。

稽識からではあるが,砿島に於ける原子鰯龍の閃光
と罐婆とを塞克し,物凄き爆風を自ら燈験した筆者は，
ビキニ蛮騒の富眞に依り，その水柱の大L,さと軍纒長門
達の對照を見,網ﾐの繼陵という如きものに對して疑を
持ったのである。

その後折にふれて閲麓した米國雑誌から二三米國専門
家の原子力時代の艦諾に就いての意見を拾って，その綜
合の結論とも云うべき所をこ上に紹介して見よう。

電雪熟鰯篭蕊麓:螺震震
ヤーナリズムは拍手を以て迎えるであろうが，筆者はか
くほ信じない｡塞軍の侭値は識想よりも著しく重くなっ
ていたことは事蜜であるが，これとて程度の問題で，全
く識想外れ④ことではなかった｡原子爆弾の出現さへも
I塗に来たか！」という程撰走あった。
寧ろ鋳果に於て意外とも云うべきは,汝永艦を誇って

いた日本が，米國潜水艦に破れた事であって’日本の命
鵬蹴ったものは室襲より以前の米國潜水鰹に依る封領
・であったとほ,我々 もきう思うが米國の戦術家も亦同じ
意見である。

このことは案外に見逃がされ勝ちである溌此熱から
見て,米國はその民主,々 義勢力防術の馬には,今後と雛

も有力なる海軍を必要と余るという結論が生れて來ろ。

そｵ芯では日本の洞軍は役に立たなかったではないかと云

う人もあろう承それは有力な室軍との協同が倣けたか

らであって，塞軍の協力があれぼ，戦略躯位としての濫

陵は依然として有翔なるものであったろう。
兎に角，米國は－今や唯一の大海軍國として，目っ

海洋國家として；－その艦隊を見捨てることなく，そ

の將來を如何にすべきかに工夫を凝しつ坐ある様に見え
る。

さて暫く彼等の言に聞こう。

原子爆弾の攻撃を潜ることの出來る艦船とは如何なる
ものであろうか。その直鯵は全く問題外のものとして，
暫く措き’或る距離に於て起った原子爆發に對し，艦船
は生残り得る様に設計される課であるが，この距離×米

というものが；ビキニの憧隣の結論に蝿L臨戦碓上の
陣形に於て取り得る艦船相互閲の最大距離よりほ小さい

ものと考えてよいと云う。從って外洋行動中の艦船は，

原予爆ﾘ軍’發}二よって一鶏に多数を暦らる上ことpない
程度に散開していることが可能なわけである。原子爆蝉
は極めて高侭な代物であるから1隻や2隻の艦船を相手
には一寸用い得ないと考えられるのである。

爆發によって起った嘩力は，爆風の進行方向と直角の
面に於て鎧も識く當名ものである。從て爆風の画醒を受
ける様な面は,出來るだけ少くし，残ったものは頗る頑、
丈で塵ければならないから，；剛ﾐの鯛纒では輕朧造の上
部鵬豊吻を歴し，凡ての大砲は淵訟型の砲塔に收めて，
密閉され且っ充分に防禦された指揮所から操縦されるも
のでなければならない。

然し爆風の効果に關する蝉り，原子爆揮が提起する問
題は,特別に新種のものではない。甚しく猛烈であると云

，獣灘織驚競雪駕迦嘩の織聯
と狼烈なエネルギーを含む放射線とを發生し，相當な量
の崩壊生成物並に放射能物質を残す。この放身捕旨崩壊
(Radioactiveemanation)力稿爆薬の炸裂では見られな
かった様な問題を提供する課である。

爆發が空中で起れば，主な危険は爆發と同時に起る放
射能崩壊にある鯛水中に起った場合には，水に誘起さ
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一原子力時畿の艦船一、魁

れる放射龍と崩壊生成物とが最大の脅威となる｡この放ここに於で今迄受身の立場で防禦をまえてゐた論調を
射能があらゆる生i麓組織を形造る分子をイ才ン化して，改めて，とのやうな水中軍艦の稜極的活動性如何参考え
物質荊鍼原子相互の結合を解いてしまうからである。て見ると第二次大戦末期迄に發達した潜水髪の性能膣加
これ等の作用が，船禮構造物に及ぽ-蕊jD果は大したもえて，更に若干の進歩を饗現したこの恐るべき怪物は，

のではないが'原子爆發から遠からぬ所にいる凡ての人地球上任意の地黙に於て鋤,として海面に浮び上り，極

…隆子'，繍子｡γ"癖の風‘こ見えぬ"に鶏鳴競騨震灘駕莞鷲灘臭して防衞される必要がある。

一般にY線に對して有効な防護物ほ，β粒子をも防ぐ・る。この事は最早地球上如何なる地黙と錐も，突然の蓮
が，中性子に對しては必ずしも有効でない。從ってこの鱸を識期せねばならぬことを意味するのである。
場合艦船防禦として有効な装甲というものは数暦から成所で，幾分技術的な判籔を加えてこめ様な潜水鑑力獲
っていなければならないことになる｡即ち破片の貫徹を現出来そうかど”考えて見よう。
L防ぐ辮殊鋼鈑,Y線とβ粒子を防ぐ鉛の暦及び中性孑吸潜水篭は上下左右に拘束のない水中を蓮動守るもが
收物質たるカドミウム又はポロンの暦である。で，その運動形式は飛行鋸よりは寧ろ飛行験の方に似で
この様な要求力輔鵬構造弧輿復隅生更に恐らくは篭いる。即ち動的安定を保ちつ上潜航し或る深度を保って

解腐蝕作用による若干の嗣難をも含めて，多くの難題をいるものである。潜航中に前後方向の傾斜力起れ感大
提出するものであることは想像に難くない。なる憤性を有する潜列鑑は深度の急鑿を苑ｵ,得ない，高
更に厄介なことは，昇降口,‘砿窓，煙突,砲門i通風口速度を有する場合には一暦この傾向は大である。一需恐

等々 の一切の開口から押入って来る爆風の防止である。しいことは上述の如き水中高速力職現した場念僅な前
爆風の使入は,爆雌以上の大なる内唾を誘起すきばか後傾斜を生じても鑑は容易に水面に飛出し或は逆に念に

りか,その上に恐るべき”揃鋤質を運んで来る恐れが深味へ落込むことである。．、、
あるから’危嶮は＝承になる。だから船上に在って配員ところで，今迄に溝現された最大の潜水鍵は錐者の開
を要する凡ての場所は完全な氣密に守られねぽならぬ。及んでいる所でほ,･麓日本海軍の伊號第400港水涯で参
凡ての開口ぱ瞬時に閉鎖し得る仕掛を持ち，且つ蕊全禮って,これは爽輯幾3磯を識成し航縦力40000",ﾉ毒マ
は相當な時間中氣密状態を保ち得る必要がある6運河を東側から攻準し得るという所謂水中航空母濫であ
推進磯關は大量の筌氣を必要とするから,全々別個のる,常備排細4,500屯瀧鯛伏態5J.600屯という瓦大滝：

塞氣〕反入口を備え，機關は遠隔操縦に依るものでなけれものであるが,水中速力は通例の潜水簿の8節に比し6.5

人のいる"Iに麹してば秘ﾐ蝿も隠塞な…寵蕊く錨駕鰹撫饗鷲霧
ぱならぬ。、

整(Airconditioning)を行うことになり，殊に汚毒さ次に水中に於ける高速度の鐡例は日本では,邇徽の罐
れた海面を行動している間は艦上に貯えられた氣蓄器のと同種の電動推進で2"5,000馬力水中20節〔獅國で侭
室氣が呼吸用に宛てられるであろう。この様な方式によ日本の特攻水中兵器にも用いた過酸化水素使用のカスタ
って，艦丙はいいいよ細かく防水又は氣密腫剛に分たれーピンを潜水艦に搭戦して1軸7,500馬力を得ているが
る様になろう。この方が排水量が大看あるので速力は大燈同じ位かと想
そこで將來の蠣纒は段々と潜水艦に近いものになって像する）の性能を得ている,然し迩際の潜航には動的安

行くかも知れないと考えられる。次の様なj燭倫から米國定上の考慮から’7節までしか出していない。
何しる，在來の斌例の2倍以上の速度に一気に躍進しの或戦術家は將來の主力艦は職水艦であると謹言してい

‘る。即ち上に述べた様な要件を浦足するためには飴潜水たのであるから1,000屯餘の溝ｵ鑑で初めて20節は出
艦に近い艦を篭る外はないであろう。‐し難かったものであろう。変用上の困難はこんな庭にも
聯く艦を職して蝉しる水の屑は,原子懇ﾘ脳を持った攻輔っている。この程度の速産になれば,人間の感鋒看卜

準者の目から守って呉れるぽかりか，力蝿能の敷果をもリム調整を行って-ビドの操縦をしていたのでは間に合わ
防いで呉れる。なくなる6日秘の高速潜水艦の没現には友永式自動深度
水中へは電波探信儀の鯛手も届かない哩鰡ﾐの水中高鯛整装磁に負う虚が大であった。

速を有する潜水艦は骸現今の如き型式の水中督饗兵器でドイツの過酸ｲ剛く素駿關が卦鎚に錘られた結果かどう
は’その所在を捕捉することは難しい。この水中での高かは判らないが戦後の米鬮潜水艦の篤蝉を見るとその
趣は，遠からずして完成されると信ぜられている原子力‘彫から判断して§著しく商速を有すると思われるもめ
歯こ規待'且来る，と云う諭旨Gある。、力誕賑している様である｡恐らく繍巧なる自動深度調捲装
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壷を謹見していると考えられる。そし司可となくB29Z
たりの自鐡麟蝋鯛蚤と縁の麺､もの恥いか等と想儀し
､ーと見た‘するのである。
錘が･詐くって,話ほ閲後日の水中軍艦に走ったが,今

哩=權餌日卜の軍艦の問題に歸えろう。
，篭彪I乱､る人員を”罐の影鋤ら守る事憾非常に難
い,､から,艦上施設の大部分ほ自動装置か遠購操縦とす
る42腰ｳ§あ遜勿識目當數の鴨人力轄丙厘劃に居るのであ

鑪濯繁鱒謬雛驚轆磯
認する人鎧較窪検j-るため噸繁な身蝿鐙を行わ’
躯ぽならぬ｡従って自動装置採用によって入員数動鍼少
する一方軍欝の数は不釣合に塘加するであろう。
面倒な除毒作業を少くずるためには'艦の耀力禰素

であること力泌要である。
ユツデンナーJや冷却裟置に「汚れた」漁kが入らぬ様

に二重熱交換装置とし，露出部は簡車に榊齢てられ
る様にしておかねばならないであろう等々．､．.。
‐ご強等の外にも，推測L得る,或はし億ない橡な多く

I

の問題力謹って来るである5°

堵駕墓蕊駕蕊麗嘉驚憲塾
鮭問題ではないと考尤られるのである｡-その筋禦は複雑

世界の造船界

、

庚獺 淑
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で高便で重くて”綴掲は艦の戦闘力の大半と取替えなげ
ｵ蝋ならなL様な道具立を背負ひ込む事に絡んで來るの

だqら
と云った犠なわけで，この論者ほ原子爆發の近くで，

各会撃沈を兎れる位の距離にあった艦の場合については
些力稲望的な見解を示している様である。

虚がこ･入に原子力問題に開し雛威ある存在として’頭
の牝豚が在って些か異った立場を執るものがある。彼女

はビキニ蕊礁の没陰の際,溌時鐙重50ポンドの小豚で3．
資鹸動物第3''雛として,被査醗繼酒勾の艦上にあって
親じく水中原子爆發の猛威を魁隣した6乘鑑酒勾は脆く

も嬢沈されたが，彼女は如何にして晩出したか，不思議
に至礁って,放射能も生々 しき礁湖の水面を泳いでいた
虚を調査嫁の手に拾ひ上げられたのである。その営時は

Jii液た畢常を呈していたのは勿論幾分刺I經過敏の徴候も
あったが，その後’ケ月程の間にスツカリzI塁常に復し，
2ヶ年後の今日では鰡軍600ポンドという大豚に生長し

i謎ﾜ諄/ﾝ'トンの國立動物園に逢られたと云う。
此豚のﾛ催一の異常は未だ子を生まないという事である

が,兵れさへも放射能のせいであるとは断言出來ないと
いう畢者もある由である。

ともあれ，此豚’匹の存在によって米國論者の上記の
恵見を蕊えすには足りまい。彼の諭旨によれば，上の如

9月6日のニユーヨークタYム黒

によれば，アメリカ撒聯諺潜は，
:畷主要13ヶ園に於て1949年6月
沫鍵繊馳中の．1,000總屯以上の船
約鋤を為007隻と,發表したとい
う。部ギリ'スの442窪スエーデン
の159蕊,プラン六の虹隻}こ次いで

合鋼画は64鍵である‘･海の王者イギ
リス④地織ま,世界の鱈.9％を占め
て，鱗捕がない虚謬を誇るかの如
くである。日本は蛍物船15袋と汕

繍船の2盤を合せて17錐である。
ロイドの訓遼によるところの世界

に於て3月末現在蓮造ii:の100總屯

以上Q纈日屯量が4,355千總屯iイギ
リ弓が2J075=F總屯と47.6%,次い
で合鋼罰が4634.千總屯と10．7％，
日本渉1444=is總屯と3．3影だった
ことはf日本の塗船人の間にもなお
謝職こ新らしいところだ。何故なら
ロイドの19妃年9月末現在4,203千

總極調末現在4,140=r総屯という
謹表数学の中にほ，日本が含まれて

おら説3月末現荏の鯉字にはじめ
て日本の地位が世界の注目を引いた
がらだ｡けれども,,000總屯以上の隻
数についての9月末現在の鯉茅ぱ日
本にとつぞ安易な樂観左許さない示

．-－－－38－－

唆を包むかに見える。

合衆陳lに於て1949年6月末遡錯中
の船舶は,油櫓船52隻,貨4期階6塁
族客または貨客船6隻だから，合衆
國の編篭罰罐藝敗はイギリスの174隻
スエーデンの80隻に次いで世界第三
位であ.り，旅客または貨客船の隻敷

は世界第7位である。しかしながら

合衆國海事委員會が，4月に建造を
』

決定した48千總屯，建造饗70,373干

弗〔内U.S.ライン麦1j|"28,.087子弗〕
定員2,000人船員1,000人という豪
華な旅客船，或いはまた2月にパー

ジニアのウエルデイング錯船所で進

水した30』,000頭鐘屯,石油構戦鐙255
千バレルという互大な汕糟船に見奮

もわかる様に，合衆國船舶はズ苑一
ルに於て他國を凌ぐものがあぢよう

であり，6月末現在に於ても隻数は
フランスに識っているが屯歎はフラ

ンスを座しているのである。だ力も

合衆幽に於ける貨物船稼蝿皆腹ゐ終
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一原子力時代の艦船一
一

現する度に操返えされた鍵化と同じ様なもめであろう,。
原子爆鰯の除bにも華ぞしい登場力逢･ll上界の人を琴篭≦

”

倒せしめ,'･l止界ほ些か度を失っている様に見える。然し

その威力の,｢程度｣に對する認識を垂しく持づなら唾
これば絶對のものでは無く,その出現の意味ずるもの鵺
嘗て火薬が出現した場合に比べそ尖り大なる劃期的のも
のとは云い蝋､，唯この格段的な進歩が,鯉十雫又は戯
百年の段捲を僅々 数ヶ年に唾編して成し趣げてしまった
所にその敷果を過大硯せら証易い危嶮がある｡

原子爆弾の有效半經力數哩程度のものであり，従って
その目標に對する逵雪段力泌要である限り，米蹄鐸
の任務は依然として制悔雛の確保にあり，海外の職砿蕊
地を守り，聯合國や海外基地えの交通を保って米國沿岸

の防衛を全うすることにあり，目下の段階でほこれI蝋
いられる鑑船には飛躍的な鍵化ほあり得ない。
以上は，最近の米誌から拾った隙壬力時代の鑑船腱關

する海の向うの論調である。、

それにしてもか上る大仕掛の軍備を要求す．ろ時代嬉

軍備を考えずにいられる事は敗餓日本'二とって塵肉な字
源である。假にポヅダム宣言が日本の軍縮を許し2自ら’

の防術の責を負わせるものであったら，我々 の困苦瞳更
に＝屑のものであったろう。亦近き將來に於てその溌な
事態に立到ったならば，こめ時代に臆て有效な軍備とは

<複雑にして雨難なる遥倣射能防禦を，きたきだに雛水

量の大豊Iﾐを防禦に捧げ，自己の存在理由たる主兵装即ち

砲そのものにさえ朧に8％前後を剣っているに過ぎぬ現

今の戦艦に重ねて荷重するべきでほない｡最早この溌な

防禦に對してば，往時の武士が'j銃の出現に営って，そ

れ以前の鎧兜によって身を守るという事を獣念したと同

様に考え，艦隊を散開することによって對庭する外は産声電

いのである。．

前にも述べた様に，原子爆弾は極めて高債な兵器であ
って，小数の甑魏時を相手にこれを用いることは餘bに引
合はない取引きであることを勘定に入れると鑑賠が原子
曝弾の攻準目標となるのは，陸岸の重要な都市や工場に
接近して居ってそば杖を喰う場合か，或は特別に鍾要な
貨物〔例えば原手鰯箪の如き）を搭i蔵している場合と考
えられる。

海上に於ける戦術は原子爆弾時代となって著し.』<まつ

I

｡

て来ることは勿論である，現に今次の戦争で芯戦艦の亘
砲は“こ根本的にその価値を減少した，何となれぽ，も
はやその届きそうな庭には碓な目標は見溌ぢない獄にな
ってしまったからである。

かくて今次の職季牽空軍の躍進'二J二って引起された．と
同様に,新しい錘化が原子爆弾によって引起されるであ
弱熱漉の塞化ほ過圭唖塞彊塗童竺雲iaj一 一 一 一 畠 一 一 . ｡ . . ｰ 一 一 一 一 一 一

－スモラン説は，クリ､一ブランドの會があるとしたら，それ鮭溺戒では
ゼネラルモータースエ場製の1750馬なくて機賊の上に乘ろチンドンヤ宜
力のエンジンを麹術する船長'00次敷貨物だと言うのであるざ震告と砿
調理手を含めて船員6名の曳船であ，更の鱸志インダストリアルマーケツ
る。ゼネラルモータースと言えば本テイングの8月銃の表紙に見えたう
年勾初より9月3日に至る間に合衆オークリフトトラツクほ‘地上に二

麓麓蜜饗頚鰯熱鑛麓:蕊馨篤
フォードの'6.'％を眼頂に見るデユ人許り，アドラとバイオリンと大太
ボン系の大會献である。また開通す鼓とフリュートと，最新版「秋祭り
るところを更に大きく考えて麹醤後の俄舞蕊」そのま室に，赤のトルコ

の船舶の溺沈率について見ると謡帽を冠ると畳しい迩鱒手が顎繊下
船會赴の利蓉は港の祢汲の速度從にひかえて，’､ラックは最早や船側

って港の巧妙な磯賊化に依存するとを鱸T,,舞臺は巷を識り歩く大火用
ころ大であるが,維戦四年の今日，玩具である。さてもさて&，穣賊の

日本の港頭維端では未だ試用の域を國合衆図の造船と涜迩を取巻くもめ
出ず,､日本人の眼には物珍らじく便は羅使自在な磯城と，常識化した技
利な機械だと映るフオ曇クリフ'､'、術とではある。
ラック（叉上げ車，荷役用搬邊車〕（公正取引委調査部辮務官）

の如きも，合衆國では既に，日幟茶

飯の躯使 の ま ま に 委 さ れ て ， 偶 々 そ × ×

れ力港間人の眼をそばだたしめる機

一一一39－

職以来の過獅繊は，6月末現在建
造中の貨物船隼敷を6隻という小さ
な数字に抑えて，イギリスの'90隻
スエーデンの76鋒ブ｡ラゾスの53隻

、

には鐘く及ばないものにしている。
これに對してイギリスは，貨物船’
抽糟船，旅客または貨箸謡何れも鯵世

、

界の玲ど半ば菱占めて均溌を維持し
、=

ていろ。

だが造船業の如き關速産業の進歩

の濯度に大巾に支配されることを特
長とする達謂烏於で合衆鬮の有っ底
力は，軍なる数字の羅列をもってし
ては測量できないのである。豊饒の
＃から生れる合衆國船舶は互火と豪
華の部面のみならず，曳船の如き小
型船の優秀さに於ても’日本の港や
内海などには見られない齢皀を護揮
していることを蛇足を顧みず附記し
ておこう。即ち例えば，5月プーサ
ー港からニューヨークまで1850浬を

1

ワ

ロ

タ･

'|

zド均14浬無寄港で虚女航海したグレ

〆

1
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－船の科學一

ものと見て，・世界の進歩に目を閉汚でいてぼならぬ’止

むを得ぬ鎖國状態にある我々から児れぱ，米璽'も厭洲も

遠い國であるが，彼からこれを見れば，嘩全数十時間の
行程に過ぎな唯｢外國」ば案外近いのである。
過去の我國に於て技術家は，軍では用兵家の御用を承

り，官走は法政家の御用を承り，民では蚕本家の御用を

承って來た観があった。

．然も歴史の進展の原動力となる産業や兵術の改革常

に獅…に鍵“…か…蛎剛にし＝’ていた我國が近代戦の敗者となったのは溌然の歸結であ

る。，

今後の我國が從來よりも一層悶難な状況の下に文明國
らしく生きて行こうとするには，國民生活の源而この中，

物質的方面を開拓する先驍としての技術家の努力が大切

である。

米國の技術家達が「我々新時代のPioneerが活躍すべ

き新時代のFrontierは技術の面にあり」と叫んで技術 §

の世界に於て再び「新|世界」，の發見を志していることは、
、

どのやうなものである．うか，考えた壁けでも途方に系濁L

ろではないか。

だが－－ざ寸氣になることは，フランクに物を云う米人に

接して見ると，日本人はとかく大時代な見榮をほる癖が

あって，ともするとそれが自己侭臓にまで先ること力罐
じられる。敗戦を繼談と燕し，占領軍を謹鍵軍と呼ぶ輿

もその例である。この様な燈裁を繕った言葉が日本人を

イージ戸．｡－イングにして，この生存競争の激しい時代

に，いつまでもアメリカの袖にすがって行きたがる，さ

もしいjiｺ特に導い･でいることは見逃せない。

職箏と軍術との旋潅を銃に礎得した自發的な理想の様
に芸う論者も少くないが>現在の日本國民がそｵ'程の正
しい自鍵に迄達していると考えるなら，それは餘bに樂
観的である。

また宿命的に･l世界二大勢力の境界閥上に鱗わっている

日本の地位を考えるなら，武力杏定の理想が如何に困難

な試錬を課するものであるかは先づ自ら念頭に上り來る
虚である。

辮黍の苦しさは我持の骨に徹して痛感した庭であるが
観念的な戦霧否定では百害あって－利も無い。戦争を遜

げるためにはあらゆお政治的，耐倉的の面に於ける努力

ももとより必要であるが，これに伴って則鯛帝土に於ける

人類の物質的所有たる「資源及びその生達活用の手段」

を充分に職かせて逢人類の物腫的幸輻正しいパラン易を

與えなければ八類網闘の絶滅は期心難いであろう。．

この意味に於て凡ての國民はより大なる技術的能力の

謹揮を狸く念願し,先づ第一溝手としてその有する技術
力を平和の生産に向って100％に發揮しなければならぬ。

殊に現下の日本の窮状に打開のためには何よりも技術

の活用力量先決問題である。

この葱珠に於て技術者は救馴の使命，更に進んで人類

を闘零の苦難より解放す．るの使命(ま我々にありと自負す

るものでなければならない。

顕れぽ,過去殆1･1k紀の間西洋科學文明の吸收を殆全

く軍事目的に絡始し工業の發展は凡て軍需を第一目標と

して行って来た日本では，國民生活の物質的水準は兵器

の進歩に比べて遥に立遁Lて來た。今や犀備の撤陵は死

睡陵に工業の哀微と關聯し來って技術者として憂慮に耐

えぬ頚抵勃&出現I_::てある。
zI菖利的，商業的，民主的目的のために差欝って採算不

利厳研I究や，新銭術の育窒聡入鋤側何にして行わｵ鳴る
か，まことに証議宝しの感が深い。

この時に鱗って我々技術家の篇ずべきことば如何であ

ろうか？

勿論目前の生窪目前の懸案の解決に力を致畜ねばた
らぬことは明かであるが，その-.面自分達のZ灘fと遠い

I

眞に見習うべき虚である。・

我々はその典型的な成果の1つをTVAのテネンー河
域開溌對藻に見ることが出來る。

更に一つ私見としてここに提案したいことは，現賞に
新技術を具繼化することの困難な現在では，世界のニュ

ースを集め，更に研究と思索の果賞として自分の脳裏に

撒禽れる來るべき技術，來るべき工作，法來ろべき時代
に對する諜見を臆する虚なく吐露して，技術家相互にも
亦技術家以外の人のためにも，警鐘と指標の役を果すこ
とである。

このようなことは從來技術家のジャーナリスト化とし

て輕覗されていた傾きがあるが，これは決して職､胴-べ
きことではないと考える。

この意味で本誌が若き技術家のために癖諭會場の役を
引受けられることを，叉識者諸氏が進んで誌上大會の涛

士たられんことを提案し且.つ同感礎行の士の1人も多か

らんことを所る次第である。〔横須賀米悔軍§鋤断修理部〕

一
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次 號内容

、

船と溶接特集………………“..…….……．、

‐癩田_・烈・木原簿・吉田兎四郎。橋本啓介
艦艇の解撤………．.…………..….…･…松尾進
船燈のサンドプラス1…………･…･…“…堀元美
浪人の謹言……………………………･･･

海ﾀ骸術蚕料…罰．.………．．…….…………

アメリカ船の寵氣維装…･“……･……．｡･･･三伎守英
生産を競う例IWウインチ．．………･…･･”…

東芝技Ali・欝士電機技師・三菱髄機技師
辛口一一一一シ､ヘヘーーーー~一角唾へ､～ヘーヘーヘーーーーーマハヘヘー
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解 説（6）用1語

Speed,Len帥庇伽、〆ジブP=1/O･鋤原子n=1"2"3……
相對速鹿蓮長比のrrespondence

黍画_,_,I｡""AR大小=船の謹鋤に於て，ブルード数が瓦に等しい時夫
の々船の速度を他の船の相塑錘度という。二船を勝し－ 馬力mrsePOwer
て睡月けると、

’一前差着-▽軍ゞ器亨馬鐡麓篭言護憲脅繍,鰯蝋鳥Vo

二画鯛綴に…馬…"幟鰄”‘"………鐸"……有效馬力EHPEjfectiVeHbp.
る｡叉gほ地球上耐一定であるかぢFの代りにV/t/壷を 船の抵坑に速度を乗じた芯の。船を一塞度で曳引す用いても疫際上は鱗わない。これを速長比と言弓。多く、ろ際毎秒行われる付郵を示す。抵抗をRkg,速度をV節はVに節,Lに沢を鰡立として用いる。このときは

F=.298㈱、とする＆、霞xV~EHP=~了Z言‐

’

｡‘

、とすると R×V

EHP=~了Z言‐

指示馬力.IHPnudicgtemP･
往復勅鱗關(Iノシプロ，ヂーゼル)のシリン交一丙に

護生する篤力 、

フルードの相似則

船の剰飴抵抗に聯-ろ法則でW.Froude力魏唱した

蹴榮悪雪躍鱗職愚纈雪鱗宴
と摩擦抵抗とは互に無關係と考えている。竜
．ハンプ，拳ロー'Hump,HOllOW､

‘鐙蝉抗と速度との關係を職'とすると下圃の如く抵抗
曲線に山と谷が出來る。山をハンプ'谷を赤ロー〆という。
譜首から出る波と船尾から出る彼との重なり具合によっ
て此の現象が現われる。船の速度と長さは，抵抗曲線の
奉口－を狙って定めるの力靖利である。 弛

制動馬力BHPBrakeH・P・
エンヂシのブランク薊臓､ら外部へ傳えられる馬力でぅ
之を測定するのに制動磯を使ったことから出た。ヂ屋ゼ
ル機關に多く用いる。、

軸馬力SHPShaftH.P.
推進顎’I1に傳えられる馬力。タービンほ必ずSHPを
用いる。軸が長いと途中で刺I受摩擦などで馬力が減るた
め測定すべき軸の位置を明らかにする必要がある。普通
船尾管の直ぐ・前で測ることにしている。

傳逵馬力D"DelivpredmP.
軸からプロペラに供総される正味の馬力でプロペラ馬
Jj¥"'(IIropel'erH"とも云う。

〆

山
1

造
波
抵
坑

推力馬力THpThrutH.P.
フ｡ロペラのｫ卿]にその前謹塞度を乘じたもので，プロ

ペラ自艘が毎秒行う'6難である。
、繼筐係數PropulsivecoeffiCicent･
E.H.P.とIHfr･との比。0.5～0.6の程度である。

推進效率Propulsifeefficiency

E.H.r.とS､H.P.との比で0.6～0．7の程度である。

心
I。

山
１
－ふ

Ｉ山
、

’蓮度
P=V/ﾍ/西師

ハンプ，ホローは大腿一定の速長比であらｵつれるがぺ 機械敦率

才カー(Baker)は船の形をも考えに入れて速長比 推韮係蝋とｵI確敷率との比で換言ｻﾂ.LばSHPとIHI》
V/4/Lの,代りにP=V/ﾍ/EEすを使L,,この値がある一定値をとるときハッグホローが生ずると主張した。vは節の比でヱゾヂゾの私淑及び博達方式によりかなり遡齢ろ。0.75～0.95である。
Lほ火,Cpは柱形肥背係敷である。

’
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、
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－船の科學－

よい船を

安く造るために
（2）

藏田雅彦

5．人のefficiency

「湧務管理｣などと云う言葉群とれ
宮たのはたしかにこの戦争中の事だっ

たと思う｡｢鍔務穏理」と云う意味は

すこ募る漠然としている力要するに

「もつと側かせろ」と云う事であっ
たのだろう。然L是の言葉は戦後努
価臓h合の急激なぼっ興におされて影

をひそめて可為った。虚が今度の經濟

九原則の蛮施から,再びこの様な傾
向を生むようとしている。要ずるに

鍔側壁準法に盛られた精赫を愛行に
うつすにけ日本の經濟ほあまりに貧

弱すぎる，鋳働條件の向上も要する

に經濟カガ蕊礎なのだから，經濟力

を向上させるたあには一時的な努鋤

鰻化も止むを得な1､とする立場であ

る。虚が努働組合はごれほ営然費本

主蕊經濟に行きづまりであると眞向

から反對して，今後日本の經濟再建

に大きな問題を投け身かけている。こ

の諭織はしばらくおくとして，我々

ほ先づ人のefficiencyについてもつ

と深く検討して見なければならない

良い船を喪く造るために，船を造

る人々の技術と勤勉は何よりも必要

である。この意味で正しい「勢務糠

理」が必要なのは云うまでもない。

然しEngineerとしては，もつと働

けど云う前に，努務者の折角出した

Energy力喋，してどれ3tEfficienCive

に役立てられているかと云う事を考

えて見なければならない｡往復の滿

戯電車や，遠距測鯉動による時間の
、

一

一 一一一 一

〆

Lossほ勿論,D技術の未熟のために，をカタログを見て買って來たって十
羽ﾂSiの不良のために,中間像在の不分にその力を發揮さす事は出来ない
十分なために,折魚の貴寵な努力が・のだ。その上現在の日本の遥船技術
革にオシヤカを澄り，材料のLossを者は工具,工作機械の智識が非常に
増すたあに使われてはいないである乏しい｡〔筆者も今にして後悔の臆を

うか？又,少しの準備，通路や運噛んでいる一人であるが）工具，器

擬方法の改良によって'Lossをも.つ具,工作機賊を十分にひねれる丈の
と減らす事は不可能であろうか？ 技術力無ければ本常の現場技術者と

工具の改良,治具や取付其の考案唱琴は云えないのだ。日本の遥船所には
よって,．もっと樂に，もつと能率を船の輩れる技術者は澤山いるが，こ
あげる工夫はないであろうか？吏弥云う事の出來る技術者が乏しいの

、、

に仕事の磯賊化に災って，入間のもである。だから良い船を塗る事はや
っている力を100E,.200倍に墹幅ず‘く，淡い船を造る事がむつかしい
する手段はないものであろうか？の垂ある。
人間のefficiencyとは;もつと働けこの様に本営にすぐ・れたproduct-
と去う事ではなくて，こう云う事で.ionEngineerは非常に少ない｡この
なければならないのである。やりた少ないEngmeerを有效に利用し,そ

いが資材がない,資金がな'『と云うの能率を100%に鍾砿させなけれぱ
のは云いわけであ:つ室,蜜は技術が？,ならないのに，その考慮が排われて

ないと云う事なのだ。古い工場，大いない。日本の遥船所の組織はすこ

きな造船所の中をまわって見給え。ぶる官僚的で，組織のpilamidの頂

そこに如何に澤山の古ぼけた機械が部に座る者程大きな職昌と’悪まれ
老朽の故をもって放置顎しているかた待遇を受けている。責任の輕電と
能力さえあれば大ていの難は出來云う見地から対しば営然とも云える
るのである。筆者古い旋盤を利用しが，工場の月詳を上げる見地からす

て,の自動ねぢ切り蕊を造つだ事れぱ必ずしも能率的ではない。所長
もあるし，使えなくなった旋維を政や部長鰭自mh車にのり，秘醤を肺つ
造してpipeのfrangeを削る'facerているが，本営に工場の能率を掌る
を邉つた事もある｡錐者の勤めてい技師長は必ずしも其丈の待遇を受け
たある工場では,pipeのrl;へ自動ていない。そして，案ﾀﾄ下らないし

的に砂をつめる工場自作の面白い機かも不得手棚鰯に心身を鍔してい

械があった｡筆者は工場に有合寧るのである｡すぐ？Lたる者にそのも
古機城をよせ集めて上架用の捲揚機てる全能力を發揮せしあよ・能力あ
を自作し，15蔑圓の溌算をその%でー る人にこそ全能力が發揮出来る様に
あげた事もある｡要ずるに工夫~つして章らなければならない｡人間の
でずい分面白い，效果的な道具や機能率を向上ざせる事は只無暗に鋤け
械が出來それによって工場の#鐸や働けと云う事ではない。働いた者凝
經識が大いに改善出來ると云う説を給與を多くする難でもない。叉能率
弧調しなければならない。これに反〃噸い者をクピにする事でもない。
して立派な機械を高い金で買いなが智悪ある者は智悪を,力ある者は力
ら，十分に伽､こなされていない例をそのもてるすべての力を秀揮させ
”Ⅱ何に多い事であろうか？極端る事でなければならぬ。全力が發揮
な事を云えば能率をよくする装髄は出來る環境を造らなければならぬの
自分で考えたものでなければ駄目だである｡典は痴荷者の力であると共
とさえ云える。自分で創り出すくらに』‘耐愈のすべての人冬の溌任なの
ゐの技術がなければ"‘新らしい椴賊だb皆が#隣と云う事を理解する事

－42－
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礎一聡人道と､云うべきmoralがあ
－Jり

った｡E1nF"eの鍵術を輸入した日本

の産業革命はこの古いnlOｪ豆1を打
破して新らし､,moralを打ち立てか

けたが，これが確立しない内に今鹿

の戦争によって再び混屯の中から新

ら・しいmOralを打ち立てねばならな

くなった。明治初年から打ちつ壁く

．古い工場に(潟－－つの偲統としての

職場謹懲が確立している6父子三代
が同じ工場に勤めて，朝ほ論を踏一

で家を出，夜は星を頂L,て蹄る事審

噛然とし,喜びとずる精赫力謹つ壁亡

いる。この傳統力塒代の愛鱒に噸じ
切れない悩み力通るにしても，その

傳統は霊(濁仏なければならない。其
の鯛寵を築譽上げて來た先輩の努力、‐｜
に對して,~我含は歎異と奪敬をさ上
げね僻ならない。戦時中徴用令によ一
0，農業,水産業,其の他の經歴詮，
もつ人々 が，澤山工場に入って來た、
が,職工を父とし職工あ家に育った
子弟に比べて見劣り力淘-る事は鯛沙・’
れなかった。技術とか，努力とかで

はなく工場の中のはげしい東職に耐
えて単調な作業をく6かへ､;琴を営
然とする精祁に於てである。こ▲に

我々 ほ新らしい職場のmoral'の尊
さを痛感するのである。

新らしい工場のmoralを逗坐腫

簡蕊に定義する事は避けたい。只封
廼痔代の職八氣獄の鐸な偏侠なもの
でなく，原始人の様に無感琵であっ
てはならない。理智的で，しかも牛
の様なねばり眼さ一二丁度釦otlam
・ﾍがEngineerとして孵演されてい

る様な一力謹球されると共に，理
論の示ず所に自己の古さを直必にか
な〈・りすて謝る丈の眠さが句け”ら
れなければならない燕丈をつけ加え
て置きたい。

〔東日本迩船室蘭工場〕

が 根本なのである。、 直ちにあらわれて來ないのである。

これ故に，機鯛bしても按果なし

と速断するのが早計である様に，機
械化即能零稀筐と考えるわけにも行
かない。働く人々 に新らしし，、Scale

を與える努力をしなかったなら.ぱ，

帆鎧って魂を入れぬ悔を残す童i¥にな
る 。、

元來日本人は－時的の感激で死に

物狂いの力は出すが，無1朱単調な仕
事を黙々と終日綴ける事ぷ出來蔽い

日本人と支那人をならべて土を掘ら
廷て見るとすぐわかる。日本人はね

ぢ銚鐘をし,手にﾂパを必､て猛烈
な勢で働き出すが，少し働くと腰を

下ろして一服する心二度目に立ち上

った時はもう初めの勢はない。支那
人の働き方はいかにもSlowmotiOn

で見ていてまだるっこい様に見える

が維日獣々 として働き綾ける。日
本人の能率は高い様で低く，支那人

の能率は低い様で高いのである。こ

の性質が日本の工業の高度化に非常、
な癌となっている。日本が先う鯛か

ら新らしい技術をとり入れて，堀堕
國に追い付こう勘る間は，白本犬
のねぢ鉢巻が大L,Iご役立つが，ある
段階に達して,、自ら新らしい境地と
ひらかねばならぬ所まで来ると，あ
きやすい性磁力韓害となって来るの

である。近代の多量生産に於て，単
－ァ部品を進る単耐酸を扱う工員が，

すぐ単調漆作業にあきて;能率力守
がる事ほしばしば經験する所である

一つの機械によって局部的に尚鐸が
高まっても，今迄の努力を繼綾しよ
うとしない日本人の不安定な性桁が
獅蝿化されて向上した能率をabsorb

して了うのである。

この弊を失くすためには，新らし
l,]nOralがうち立てられなけれ鶴

ならない。自己の御睦自鼬してそ

れに全力をうち込む事を噛然とする

moralである。昔の封建ji'上愈に於て

は,職人と云う者が－つの階級化し
ていたために，そこに一つの職人鋪

－－－43－－
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6.勤螢道徳の確立

竹諜を機賊化すれば能率が上ると

云うと必ずしもそうでない6作業を

機械化しても能率の上らない例は少

<ない。その一つの例は木識皆工作

である。戦争中高度の工作機械をも

った逵船所が乱立したが，其の成績

は何れもあまり香ばしくなかった。

現在でも工作鯛戒の有無は必ずしも

工場の緬鐙を有利にしない。むしろ

家睡工業的に父子して船を匙ってい
る方がほるかに有利な場合が少くな
い。叉今まで機被のながった工場に
機械を入れてもその割に能率が上ら
ないもその理由はいろいろあるであ

ろうが，要するに機賊が働く･丈人間
がなまけるのである。だから非常に

多くの部分を椴鰄化する事の出來る
企業は．とも角，造船の様に作業の磯
械化が部分的で,依然として入間の
努力に多くの部分を依存しなければ
ならぬ工業に於ては，機城化によっ
てその作業は何十倍も能率が上るが

共は全縫の､percentageから見れば
比較的少い部分であってその代りに
多くのpercentageを占める人間の
努力が減少したのでは全瞳と．しては

‐少しも能率の向上を示さないのであ
る。造船工場を機賊化して見ると，
局部的には機械化によって能率が向
上しているにもか上わらず，全催の
能率向上がこれに伴わず，折角装.iii

,した糠械の橡動率が驚く程低い事は
我々 がしぼしば;磯する虚である。
その理由は働く人々 が過去の經鹸で

認定を定めるために，機賊化によっ
て生れた能率の向上が，人力{'鎌の

怠惰によって卿Ikされて了うのであ
る。だから機賊化された工場で働い
た事のない船大工は機披化されない
前のScaleで自分の豫定を立って了
うのである。これは長い時間をかけ
れば自然に本来あるべき位髄に戻っ
て来るのであるが，機賊化の敷果が

I
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"""
任意の往復動汽機のピｽﾄﾝ弁を6)棒の-輪が長いから切り去轟FiG.8の棒1の線p,｡は假のもの

癖で調整するには,汽筒から弁を去1ぼピｽﾄﾝ弁上mに,棒2は汽筒でFIG.9の如く正しい位殻力鵯られ
り，弁の約2倍の長さの棒をf2本用上面mにのせる｡.d:jは一線となり．たら拭消す。
意する。 棒はFIG6の様な位種になる。これ ビス1.シ弁が汽筒の最高黙に到る

piG1の様にピ｡ストン弁に接して棒は一定の始鮎を與へ弁と蒸輔Lの位までクランク軸をまわし,棒をFIG･
1を置きa､b,c,dにマークする。鋭置と共に，両方の棒の關係位麗を一10の弁と汽筒の相對位続におく。弁
いナイフか鉛筆が一番良い｡･棒2を義的に決定する。 幹のナットを同郷して弁を上げ又は

とり一端に近く釘を打つ｡FiG2の様，弁が汽筒内で満笥位置に来るまで偏心桿の芯郷(Fdot)の下に挿入片
にこの棒を汽筒内に置き釘nを最下クランク刺Iをまはし棒に棒2のkと‐をおき，棒1のマ戸クoを棒2のk
剖嚥氣孔の底部にのせて棒2にマー同じ高さに0を了戸クする。(FiG7)に一致せしめる。
グeをつける棒を上げ釘nを最下部クランクは常に同じ方向に同鱒し クランク軸をまわし，ビス1､ン弁

蒸氣孔の頂部に接せしめ汽筒頂部xマークを過ぎて更に一I司漣せしめるが汽筒の最下職に来る橡にするど
--Xに沿ってマークfをつける。(F.0は弁の最高位置を示す。(FiG11)"1のpが棒2のkに-線
iG3)釘を次にはtに接してx一蕊に沼弁の最低位置までクランク證廻しとなる筈である。
い棒にgをマークする。以下同様にFiG,8のマークpをつける。oでの クランクを数同縛せしめ，棒1が

してh,i,jをマークする。 距離はクラシクの一同輔に弁Q移動棒2に沿って動き，棒1のoとpと

棒2の下端にある釘nは汽筒の.上する距離を示す。 が各行程の上下端で棒2のkに一致

端である；そのわけは蒸氣孔e韮はFiC.8をみると弁力謹正に調整さすることを確める。
棒の頂部に近い力鍾際は汽筒の下部汎ていないこと力場る。。-とpとは この棒で重‘りと先開きが明らかに

蒸氣孔]争-sであるからである。FiG.9の如く中心線から等距離にあ興られ,機關士に適する様に調節さ
今度は棒1,2を並べておき，棒2るべきである。 れる°（田宮眞）

任意の往復動汽機のピストン弁を

捧羅調整するには，汽筒から弁を去

り,弁の約2倍の長さの棒童2本用

意する。

piG'の様にピ.ストン弁に接して棒
1を置きa､b,c,dにマークする。鋭

いナイフか鉛筆が一番良い｡･棒2を
とり一端に近く釘を打つ｡FiG2の様

にこの棒を汽筒丙に置き釘nを最下

笥嚥氣孔の底部にのせて棒2にマー

グeをつける棒を上げ釘nを最下部

蒸氣孔の頂部に接せしめ汽筒頂部x

--Xに沿ってマークfをつける。(F

1G3)釘を次にはtに接してx一蕊に沿

い棒にgをマークする。以下同様に

してh,i,jをマークする。

棒2の下端にある釘nは汽筒の.上

端である，そのわけは蒸氣孔e韮は

棒の頂部に近い力鍾際は汽筒の下部

蒸蕊孔]弐一sであるからである。

今度は棒1,2を並べておき，棒2

ではnを上方に，棒1でほdを上方

にFiG4の様に合せる。間遠わぬ様

双方の棒の雨端に上，下と爵いてお

く。各マークの間は斜繊の箇所にあ

たり，これ等を鈴華かクレヨンで塗靴

りつぶし燕出鳳と弁端を朋示する

｡FiG､4のa-d,f-iの中織を求めド

ライバーで横にrl｡心腺k=k(FiG､5)

をマークする。間蓮わぬI繁I-字にし
〆

ておく。

ピストン弁を再び汽簡111におき，

墹瓢の位置に調整する。クランク軸

を同鱒しビス1,ン弁の頂部がF1G.6
のinに於て蒸氣孔の渡部と一線に来

る様にする。樺1,2を0粒しdに於

ける弁の頂部と蒸鍋孔の頂部jと一

線にする。樺をこのま上結合しピ認
一

トン弁と祇筒盤の頂部に麓く｡(FIG･

〃
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〔謬 函

ア メ リ カ 船の電氣艤装

‐’’ No．4
a

照 明装置

三 枝守葵
一

船舶の照明装置は，一般照明装置,､撫備照明装置,’應、ある。勿論ごｵ1等の負荷の電睡及び,電氣の種類が電

念照明装置及び航海燈装置等よりなり，電唾は115誤ル燈に給電するものと同じ性痩のものである事が必要であ

トカ棚いられ，交流か直流の何れかが利用される。何れる。

にしても配電方式は同様であるが，電源の篭睡が450鎧脚､腫劃，例えぼ食堂や機敏室のように蝿､場所は，

ルト等の場合は,電睡を下げるめに塗篭装置力輔いられ電澄同路と，リセプタルの同路とは別にするの力噌通で
、

て い る。ある。

電鐙の配置は，左右交互lご分ける方式(stagger"s-F
1・給電回路と分岐回路 tem)を用いる8即ち一同路のヒユーズカ飛んだ時に，

第20間及び第21岡は一般照明の給電及び分岐負荷の、或部分の電燈力逢部消えてLまふような事のない様に配
置するのである。又特に交流三相三線式の場合には，同

路の各相の負荷のzI噸について考慮を梯わなけれぽなら

ない。即ち各相の給電線につき大略同じワシ'､数になる
ようにすべきである。

各腫劃の電園司路の設計をする時には，鍵4>能率のよ

い照明を充分考えた上，一個々 の々電燈を職燈したI1寺を
考えて設計する。

電燈器具を取りつけた時に，この器具混デッキや，

ビームや，チャンネルの影になったり，或は高さが低く

すぎて，頭をぶつけたりするような事のないように，充
分の高さと，周園の邪魔物をよく考えて取りつけなけれ

ばならな&､。又笠の形とか，ガードとか，グ画一‘ブ等の

形式も，夫々 の器具や，周函の纐兄にわいて考慮し，可

動物の近くを照明する場合には，其の動く範砲を考え，
充分の餘地を取るやうに考える。叉他部に腿するもの，

例え齢通風装趣術生謝鵬ﾛち麹k,汚物虚理装置，総

水装置,或は机や睡蕊の位澄等をも考える。叉デッキや
隔壁等の防青,防熱等の篤の充鹸物の厚さ等も考える。

電燈器具の選澤及び配置は，こｵl負翰撮大能率を發揮

するように選び，機賊的損傷を受けたり,突然の衝撃や，

過度の動描にも耐えなければならない。叉瀬球は高製騒

發散するのであるから，物魁に接鯛させたり，何か發火

し易いやうなものに接鯛させてはならない。

電燈器を，若し急激な衝撃や，過度の躍動を與えるよ

うな虚に取りつける場合にはず迩篭な耐震装髄，即ちス

プリングにより支持するような方法で取りつけ，電餓の

フィラメントの切断を防ぐ｡よう考えなければならない。

電鐙器具類の内部は耐撫の塗料を塗って漁氣を防ぐ｡砥

、

唖
吟
亀
四
理
岫
ご

、
麺
碧
殉
瞳
豆
廷

一部の同路を示したものであるが，第20側の，12同路發散するのであるから，物魁に接鯛
と書いてある分電箱は，居付極に於ける負荷め中央に澄し易いやうなものに接鯛させてはな
かれ居住唾の電燈負荷の多少にもよるのである溌4同電燈器謹若し急激な衝撃や，過’
路から，2同路位が多く用いられている。若し居住腿がうな虚に取りつける場合にはず迩當
礎く，電燈が多い場合には，分電箱の数を増す6分電箱プリシグにより支持するような方法‘
より供給する負荷は，電燈のみならず，小形器具例えばフィラメントの切断を防ぐ｡よう考え
扇風機卓上燈ラヂオの電源或は電氣カミソリ等で電澄器具類の簡部は耐鴻の塗糾を塗
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霞同路の故障のうちで，一番多いものの一つは，接地綴
によるものであるめ｡ら,特に接地線は注意すべきである。

電燈器具の取りつけは，デッキやビームの塗装が終っ

てから行う。、

器具えの配線は，其の器具の形式や取りつけ位霞等に

より行う。器具類には，防水,防蒸汽，防擬防爆及び
無水防等に分けらｵfている。

‘無水防の器具ほ，移動出来るように，クランプで止め

た,7F患事もあるが,大椴の場合ば固着索る。

合威樹脂を恥､た器具の電線貫遜孔は大きくあけその
ま人電隈を通しでもよいが，金協製の器具の場合は圃魏
莨鰯Lにリーマーを通L,"?尖端を取ってから電線を
入れる。

．、其の他の形式の電燈器具では，水防或は防蒸汽にし,
器ー具難麺金物を取りつける。この貫通金物は，非腐蝕
賎のもの，例えぽ銅矛材料のようなものを用いるべきで
ある。我威の貫通金紘とアメリカのそれとはよく似てい
る溌長L,パーイオを用いているものが多L,。

電燈器具を取りつけるブラケット憾種等のものが考え
られるから，場所に應じた適當なプラケッI雲を用いて取

りつけなければならない｡．

例えばデッキの下に防雷の目的等で充堀物等を入れて

ある場合には，充獺物を装伽する前に，デッキにブラケ

ットを取りつける。：

電燈器具をデッキやピ戸ムや隔壁に取りつけ瀦時は，

熔接を剛い，穴をあけ莚タップを立てたりじて取りつけ
る。即ち第221副に示ずように取りつける｡-熔接は,確

L

第23ml■一~

．d

′たふ堤孵J助改
域

〃圏 f

e

9

、

雛
かg‘ﾉrモ

負

古

第 24側"
●

24mlに示す。

スイッチ盤から電燈器具えの配線，及び共他の配線の

場合も同'具であるが，電線を引っぱる時に，電線を傷け

たり，種々 の孔を通したり，貫通金物を通す場合に電線
をいためないよう注意が必要である。

,4LUMN""FVNT""E

>A
_44坐2些旦_星竺空篁〆

、

F〃

、

2 5結、線

砺鮭器具裾鐸の給線をする前には，必ず側面をしらべ

て,間蓮のないもとを碓かめてから給綴をする｡新しくり

:には造る船の配線には襟､色分けする。例えば’赤’白’緑

これ黒等力棚いられている○こｵしは易相や同路を簡潔に諦溺U

:抓鯉する目的で用いるのである。

",l#蝋及ひ二極の三方及び四方同路の接綾は第25圃及
ミ

照明び第261団庭示す。

しび第4心線をI伽､て，二つの同路にﾊ]いる事がしばしぱあ

－－－46－一

BAA否〃’7厘涙7〆〃歴s
虫月謝窪'》琶房7〆ｱｸ"ど_一

第22剛

悩にしっかりと，柵豊物にJ反りつけねばならない。‘
輕金閥で出來た隔雛や鋪閻の蝿鮭（日本の蝿fには

帥‘られていなL')等に器具整取りつける場合は，これ

等の隅砿に，器具の諏湿を支えるに寵分な，適蹴な抓砿

をする。これ難の取りつけ"M搬器共,､スイッチ盤，

スイッチ，リセプ次ル，プラケツ1､の取りつけ等，照明

器具の装伽の場合に行われるのであり，第23画及び第

、

”

ロ
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一 舶用踊氣一

験をする前に鐸胆及び短絡を灘め試鐵して厩く。曇欽鋳
の試験は,電球のフイラメンドを通して行った方溺よく
接地をしらぺるには，片線づつ別為に行う方が盤いむ
船の完成前に配諜は維るものであるから，総員類や箱

類に,かりの覆謹つげ工事のためにこわされないように
注意する。，

漂氣水及び油等のしみ出る部分につける器具類には

プラケッ電1､をつける。このブラケットは器具類をつけた

デッキ，隔壁及び他の表面を，ふいたり，乾かしたり出
來るような充分の高さのものをつけるも，

ﾕ宏一Fこ〃

澗晶垂S紳嘩厘励“
〆”夕○好こ”ァ

rざ外

z=xr
"o"""LEGR"ﾉr

、

第25間

q一宇了珈
3．豫備燈及び應急燈

何かの原因で，船の主發電薩が止まった場合I鶏懸念
燈同路,航海燈装歴,無線錯遥諜術動力,及び塞要同
路や，航海に必要な同路lご遥電する装置が必要電ある。
この溌備及び應念電源としてほ，蓄電池等-蔭越カナ患

一一r

自動的に切りかえられる萱蕊勵幾を置く。

幽皇と_竺旦P･

緋
c脇W蹴胴駒、
斤勗聯羅鰯e，

c脇W蹴胴駒、
斤勗聯羅鰯e，Bど"〃

陸船噂騒f"'℃陸船噂騒f"'℃
１
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第26剛

るが，これは重量,ハンガー及び電線等の蹴澗をはかる

ために用いるのである。－

‘鑿駕鶏雛篭顎蕊驫篭鰯←
と，配線中に折れたりするが，この傷は，給線ｻｰる前に

テープを糧き，塗料を塗ってLまふのでわかgなくなっ

てしまう郡があるので，これが故障の原因となり，これ

による散障を探すのに困難な場合がよくある。それ故電

線の鶴除をむく､のは非常に電要な仕事であるから，絶綴

をむく時は，ナイフで鉛筆をけずる時のようにナイフを

使うとよい。篭溌は数吋位の餘裕をもたせて謡貝類の端

子につなぎ，器具の中の空所にきちんと收める。鎧装電

線の場合は，鎧装を羅具の中に入れてはいけない。其れ
は鎧装の切口で電線の絶縊をきづつける恐れがあるから

量
である。

岳

電溺錦には小さい端子金物をハン<鐸付げして，溌鱗を：
むいた所は絶縁テープで熱濃を巻詮誕職璽酔Iをぬるb9

＜

導禮をきちんと鵠具の':Iに入れて端子につなぐ，その時§
執

ソケットのネヂ山がバカにならないように，上手にしつ ｜

か…｡分"嬢柵｡繩‘これと風じよう'≦、I虚理する。

電線の結線が絡ったら，ヒューズを入れ，ランプをつ

けて黙匿試鹸をする。この場合，船の甑漉がまだ坂れな

ぃ時は,陸上より給電してもらって試験をする。黙澄試、
．、

－4？－＝＝

、

×
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一 船の科學一

りかえが絡ろのに蝋秒を要する5

例えば，先づ一悉先に切り替苛ねばならない操舵少馳
燥舵室の照明鐙は態急電源に切り替えられるのに約5秒
位を要し，他の同路は5秒乃至10秒を要する。

この操舵室のようにすぐない懸念燈には,IKyA程度

の小さな照明用騨器を設け,これにより供給する場合
がある。

これ等懸念電源を必要とするものは，船の危急の場合
に最も電要な役割を荷うものだから，この選び方は深菰
に行わねばならず，充分の能力を發揮するよう考身なけ
ればならない。 （石川島葹工蹴氣課長）

この目的にガソリンエンヂンの霊電溌か，ディーゼル

エンジンの發電撲等が用L,られる。これ等のエソヂンの

起動には蓄電池を用い，セルモー欠一により起動する。

懸念電源より給電される同路は，電磁開閉器や繼電器
により配電盤で切りかえられるようにしてある。主發電

機より電氣力詮られた場合は，一般I副路に自動的に切り

か参られ，應急電源えの同路は切れる。即ち龍27岡や

第28厨に示した様に應念同路と-殻厄路との切りか身
が行われる。

大型船になると鵬急用,,即ち必要かくべからざる電力

が非常に多いので，同時に應念用に切りかえられず，切

「

－ｰ
－－…も

面
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
■
■
■
品
岨
旧
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ｏ
Ｄ
Ｉ
心
旧
佃
Ⅶ
６
Ｊ
Ｉ
旧
岫
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
叩
１
旧
咀
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
７
６
ｌ
ｌ
９
Ⅱ
叩
’
１
０
０
Ⅱ
１
１
Ⅱ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
ｌ
ｌ
ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
ｌ
‐
１
１
１
ｈ
帖
Ⅲ
旧
旧
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
四
Ｍ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
、
Ⅱ
Ⅱ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

！
。
■
■
■
■
■
■
１
１

l編集雑感｜
船舶へのアルミニウム合金の利Nl

が漸爽考慮せられ賞現への運びも間
近い様である。本誌はこ上に輕合金
特集號を編集しました。基本的な性
質を十分もみこんで金醗専門家も，
船舶凌脂者も写いに研究して輕合金
の長所諾生かす様に努力したいもの

である。本誌で紹介した溌に海外の

優秀船は既に相嵩に活用されている
し,園剛端を見てもアルミ資材は
相當餘裕がある様である。迩楡省船
舶局で催きれている「船舶用輕金脇

委員富」には誉方面の人士が集って
船舶への利用について具繼的繊討ま
です-Lめている様である。徴用の

黙,通産あ鰯工作技術上の黙等が
最も重要な焦鮎であることは云うま

でもないことであろう。

××〃

去る11月下旬製表された「技術
白薔」は一般日本人としては勿論筏
撫蓄としてもたしかに反省すぺき黙
が述べられているが，挫溌に開する

項では誠に通俗的な事しか述べられ

て居らず，しか.も技術にはあまり經

騒の少い人の意見の様である｡.かつ
ての日本の優秀貨物船の誇りは當時

の技術水準の高さに因るものである

と思う。いかにして再び高い技術水
準に到達するかが問題である。溶淡

に關しては誠に酷評といばざるを得

ないが，単に米國の戦標総量産め成
果に註然として得意の劣等感におち

．．咄／

いるだけではなく，ぞの長所短所を

深く研究し，日本猟特の技術の向上

にす上むくきだと思う。この意味で

一月號は船舶と群婆の特集を綱集し
斯界の人の意見も開きたいと願って

いる。溶接自鎧(技術面も含めて)は′
造船によって活路釜見出し進歩する
ものであり，叉溶陵によって造鰡技妻

術も生きるわ比である。溶陵技術の
發展のために鋤闇屋は更に努力を傾

けねぱなら稚い｡技術白蓄は一投の
人にはあまりにも単純な概念しか與

えないではないかとひそかに懸念す
る。技術者の意見をききたい。

ソ×

世ほまさに原子力の時代である。
二の現笈に對して目を職うわけには
ゆガ､ない。そし-亡技術は更に日進月
歩してゆく。堀氏寄稿で原子〃時代
のアメリカでの技術者の眞創な努力
がうかがわれると同時に，戦争放棄
を眞剥になって巻たている日本人に
とっては原子力がz1菖和の1号1的のため

にいかに用いられるかその成行きが

期待性られる。壷.ヂオイソ1,-ﾌ゙ の
利用も傳えられているが，動力源に

利用ずる革命的な發展へと進むこと
は疑いもないこと.Gあろう。堀氏の

いわれる如く，本誌が技術發達のた
め'2お互いの討論會場として叉眞鑿
な研究成果の凌表機謝として進んで
利用されることを望んでやまない。

××

今月雛から技術グ･ラフの頁を新設
しました。國内はもとより海外の技
術賓料で一目で分る寓眞解説式のも
のです。發朋考案や新型のお目見得
等参考になるものが御座いましたら
鴬眞を添えて御知らせ下さい。‐

一

諒約購談案内種々の都合で市販は極く少敷に限し
れますので，本誌碓保御希望の方は直接協曾宛御申込み
下さい。バックナンバーも伽えてありまずから御lli塾み
下さい。

’

｛篭獺…，概算

定慨雛更等で識約金切の際は紬算して御遼知します
一一一一一■一一

學Ⅱ銅24年'1月2う目印刷昭和24年12月1日發行
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第2港龍12號

了所船舶技術協會
束京都瀦脈噺布甑町19

趣 話赤坂（48）4701

秘枠口座来京70438
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最寄の日立製作所特約店でお求め下さい！

尚部品を豊富に取揃へてあウ製すから、修理・保守等には

何卒最寄のサービスステーションを御利用下さい！
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